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® イスラー ム では、 信仰とは 「アツ ラーな 外に 神は 存在せ ず、 ム ハン マ 
ド （彼の 上に 平安 あれ） は その しもべで あり、 使徒で あると 信じる こと」 
という 言葉に 要み できます。 ク ルアー ンの さまざまな 言葉に もとづく イ 
ス ラームの 信仰の 基本は、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） によって 次の よう 
に 列挙され ています。 アツ ラーへの 信仰、 天使たち への 信仰、 啓 典への 信仰、 預言 
者たち への 信仰、 来世への 信仰、 カダーと カダルへの 信仰です。 

アツ ラ ーへの 信仰 

アツ ラーへの 信仰は、 アツ ラーを、 ご 自身が ク ルアー ンで 語られて いる 特 せとと も 
嗓 に 信じる ことです 。アツ ラーは 唯一で あられ、 知と 力、 意志の 持ち主で あられます 。アツ 

ラーに 並び 得る ものは 何もな く、 比類な きお 方です。 崇拝す るに ふさわし いお 方は、 
ただ アツ ラーの みです。 存在す る 全ての ものは その お 方の 作品です。 存在す る 全て 
の ものは、 その 存在、 唯一せ、 そして その 特‘ 畦の 論拠です。 ク ルアー ンの 純正 章では、 
たいへん 意味 深い 形で 次のように 語られて います。 

「言え、 『彼は アツ ラー、 唯一なる お 方で あられる。 アツ ラーは、 自存され、 お産み 
なさらな いし、 お産れ に なられた のでは ない、 彼に 比べ 得る 何もの もない J 」 

この 章で 語られて いるよう に、 産む こと、 産まれる ことは アツ ラーでは なく、 人間 
の 特性です。 

イス ラームでは、 「アツ ラー」 とは 神の 固有の 名称です。 神とは 完全なる 存在です。 
それゆえに 完全では ない 存在は 神では あり 得ません。 例えば、 神は 唯一で あるべき 
でん もし 神が 複数で あれば、 それらは 決して 神では あり 得ません。 また 神は 無から 
有を 生む 創造者で なければ なり ません。 創造す る ことができない 存在は 神では あり 得 
ず、 何ら かの 不 化を 持って いる 性質は けっして 神には 当てはまらない のです。 
天使たち への 信仰 

イス ラームの 教えでは、 被 造 物の 世界とは 単に 目に 見える ものの みで 成り立って い 
るので はありません。 私たちの 生物 的- 物理的な 能力が 限られた ものである ゆえに 見 


イス ラームの 信仰の 基本とは 何です か 
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えない 世界が あるので あり、 それは それらが 存在して いない ことを 意味して いるので 
はありません。 私たちは これらの 被 造 物に ついて 多くの 知識を 持って いる わけでは な 
く、 ク ルアー ンの 説く ところに よれば、 天使は 常に アツ ラーを 崇拝し、 アツ ラーが 命 
じられ たこと に 従い、 決して 反抗す る ことのない 存在です （禁止 章 第 6 節、 蜜蜂 章 
第 50 節)。 天使には 男女の別はありません。 食べたり 飲んだり する ことは なく、 その 
創造に より 彼ら は 特有の 資質を 持って います。 ま た 彼ら は 人間の 形を とる こと がで き 
(マリヤ ム章第 16 -じ 節、 フード 章 第 脚- 73 節)、 さらに 天使たち は アツ ラーに 背 
くこと がない ゆえ、 その 命令に 背く こと もありません。 多くの 役割を 果たす 天使た 
ちの 数を 私たちは 知る ことができません が、 ジブ ラーイ ー ル、 ミカ ーイ ル、 イスラー 
フィ ー ル、 そして アズ ラーイ ー ルの 四大 天使には 重要な 役割が 与えられて います。 

啓 典への 信仰 

了 ツ ラーは、 預言者 ム ハン マ ド (彼の 上に 平安 あが を 通して 啓 典を 下された ように、 
最初の 人間で あり 預言者で も ある アー ダムな 降、 多く の 預言者た ちに さまざま な 啓 典 
を 下されました。 イス ラームの 信仰に おいては、 これらの 啓 典 も 信じなければ なり ま 
せん。 これらの 啓 典の 本来の 姿は、 皆ク ルアー ン のように 神聖です。 しかし これらの 
啓 典は、 のちに 変更 や 改ざんが 加えられ 本来の 内容を 保って いないの です （婦人 章 
第が 節、 食卓 章 第 13 •か 節)。 

巧言 者たち への 信仰 

前項で 述べた ように、 アツ ラーは ただ 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） のみ 
に 啓示を 下された のではありません。 それぞれの 民に、 ご 自身の お 言葉を たえる ため 
に 預言者を 遣わさん 人々 を 正しい 道へ と 導く 役目を 与えられました 値 電章第 7 節)。 
したがって 預言者 ヌ ーフ、 イブ ラー ヒー ム、 ユースフ、 ムーサー、 ダー ウー ド、 イー 
サ ー、 そして その他の 預言者たち も、 預言者と して 信じなければ ならない のです。 そ 
して ク ルアー ンで 告げられ ている 通り、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は最 
後の 預言者な のです。 彼な 降に 預言者は 遣わされて いません ほ B 族 連合 章 第 40 節)。 
預言者た ちは 啓示を 授かった と はいえ 一般の 人々 と 同様に 一人の 人間です。 しかし 
宗教 的な 生き方に おいては 模範と されるべき 人々 なのです。 

来世を 信じる こと 

私たちは、 いつか この 世界が 終焉のと きを 迎え、 死後、 人は 復活 させられ 信仰 や 
行いに ついて 問われる こと、 そして 善行を 積んだ 者は 天国へ、 悪事を 重ねた 者は 地 
獄へ 送られる ことを 信じて います。 

いつ、 この 世が 終わる かにつ いては アツ ラーの みが ご存じです。 このと きに ついて 
は、 ク ルアー ンで 次のように 述べられて います。 

「彼らは そのと きに 就いて、 あなたに 問う。 『それが 到来す るのは、 何時 （の 日） で 
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すか』 あなたは、 何に よって それを 告げられ ようか。 その 終 未 （の 知識） は、 あなた 
の 主に ある だけ」 （引き離す を 章 第の- 44 節)。 

世界の 終焉に ついては、 また 次のように 語られて います。 「大地が 激しく 揺れ、 大 
地が その 重荷を 投げ出し、 『彼 （大地） に 何事が 起った のか』 と 人が 問う とき。 その 
日 （大地は） すべての 消息を 語ろう。 あなたの 主が 啓示され たこと を」 （地震 章 第 1 
- 5 節)。 

すべての 人間が その 斤い について 問われた 後、 不信 ム 者が 地獄に 追い やられる さ 
まは 次のように 語られて います。 

「不信を は 集団を なして 地獄に 駆らん 到着す ると 地獄の 諸 門が 開かれる。 そして 
門番が 問う。 『あなたがたの 間から 出た 使徒は 来なかった のです か。 （そして） 主 か 
ら のしる しを あなたがた のために 読誦し また あな たがた のこの 会見の 日の ことを 警 
告 しなかった のです か』。 彼らは （答えて） 言う。 『その 通りです。 そして 不信者に 対 
する 懲罰の 言葉が、 真に 証 日月され ました』。 （彼らは） 『あなたがたは 地獄の 門に 入れ。 
その 中で 永遠に 住みなさい』 と言われよう。 何と 哀れな ことよ、 高慢な 者の 住まいと 
は」 （集団 章 第の- 72 節)。 

信者が 天国に 入る 様子は、 次のように 語られて います。 

「また 彼らの 主を 畏れた ものは、 集団を なして 楽園に 駆られる。 彼らが そこに 到着 
したと き、 楽園の 諸 門は 開かれる。 そして その 門番は、 『あなたがたに 平安 あれ、 あ 
なた がた は 立派であった。 ここに 御 入りな さ レ、。 永遠の 住まいです』 と言う。 彼らは 
(感謝して） 言う。 『アツ ラーに 讚え あれ。 彼は わたしたちへの 約束を 果たし、 わたし 
たちに 大地を 継がせ、 この 楽園の 中で 好きな 処に 住まわせて 下さいます』。 何と 結構 
な ことよ、 （善） 斤に 勤 しんだ 者への 報獎 は」 （集団 章 第 73 - 74 節)。 

カダーと カダルへの 信仰 

カダルは、 崇高なる アツ ラーう s ' 全てを 一定の 基準に 基づいて 定められ ている ことを 
意味して います。 カダーは、 アツ ラーが 意図され、 定められた ことが そのと きが 来る 
と 実現したり、 創造され る ことです。 当が この 創造は 何の 巧 由がない ものでは なく、 
何ら かの 英知に よる ものです。 しかし 人々 は、 出来事を その 全体 像で とらえる ことが 
できない ため、 何が 自分に とって 良い ことか 悪い ことかを すぐに 把握で きません。 実 
現した、 あるいは 実現す るであろう 全ての ことは、 アツ ラーの 知識と お許し、 創造に 
かかって いるので す。 人間は それを 前提に、 自らの 意志に よって 自分の 行為を 選が す 
る 権利を 持って います。 このように、 人間が 正しく 選 おできる ように アツ ラーから 啓 
示が 下されて いるので す。 
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ア ッ ラーの 存在と その 唯一 性に ついて 教えて くだ 
さい 


® 啓示 宗教の 基本的 概念の 核よ、 は、 世界を 創造し、 英知、 力、 意志と いっ 

た特 せの 持ち主で あり、 絶対 •的な 存在で ある アツ ラーに あります。 全 世 
界と そこ に 存在す る 全ての ものは アツ ラーが 創造され たのです （識別 章 
第 59 節)。 その 創造に おいては アツ ラーへの 助力 者は なく、 アツ ラーと 同位で ある も 
のは 何も 存在し ません。 創造され ると きも 一切の 媒介を 用いられません （洞窟 章 第 
51 節)。 イス ラームの 信仰に おいて アツ ラーとは どのような 存在で あるかを 巧 解す る 
ためには、 「タウ ヒー ド」 の 信条を 理解す る 必要が あります。 「タウ ヒー ド」 は、 信仰 
の 基本と して、 絶対的な 意味で アツ ラーの 唯一 巧を 信じる ことです。 ク ルアー ンは 「あ 
なた 方の 神は 唯一の 神で ある」 （雌牛 章 第 1 が 節、 食卓 章 第 73 節、 家畜 章 第 19 節)、 
r 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で あられる」 （純正 章 第 1 節） と タウ ヒー ドに ついて 述 
ベら れ ています。 

イス ラームの 教えの 基本は、 タウ ヒー ドの 信条から 成り立って います。 用語と して 
の 「タウ ヒー ド」 は、 創造者と 被 造 物の 間の 境界を 認識す る ことと 定義され ています。 
この 観点から タウ ヒー ドは、 アツ ラーの あられ 方、 特性、 なされる ことに おいての 唯 
一 性を、 そして 崇拝す るに 値する 唯一の 存在で あられる こ とを 知る という こと を 含ん 
でい ます。 アツ ラーは 創造され、 導かれ、 教えられ、 守らん 生命を 取り上げられ、 
衡舌 させられ、 糧を 与えられ、 ドゥ アー 浙献 を 受け入れらん ハラー ル （許され 
ている こと） と ハ ラーム （禁止され ている こと） の审 J 断を 下され、 ただ その 御 方の み 
に 崇拝 行為が なさん 全てを 統治され る 御 方な のです。 この 意味で 信者は、 アツ ラー 
が 天と地と その 間に 存在す る 全ての ものを 導かれる 御 方で ある ことを 信じ、 アツ ラー 
に 何 かを 同等に 配す る ことはありません （詩人たち 章 第 24 節、 蜜蜂 章 第 116 節、 悔 
悟 章 第 30 -31 節、 集団 章 第 3 節)。 イス ラームの 信条に おいて、 これは 全てを 導か 
れ 統治 される 御 方で あられる という 意味に おいて タウ ヒー ドと 呼ばれます。 

アツ ラーは、 統治され る 御 方と して 唯一の 存在で あられる のと 同様に、 神と しても 
唯一で あられます。 なぜなら 神は、 信仰と 崇拝 行為の 対象で あり、 深い 敬意を 持たれ、 
何よりも 愛され、 人が しもべと して 仕える 唯一の 存在で あられる からでん これら 全 
ての 特徴を 持たれて いるのは ただ アツ ラー だけです。 イス ラームの 信条に おいて、 こ 
れは 神で あられる という 点に おける タウ ヒー ドと 呼ばれます。 イス ラームの 信条の 真 
髓を 形成す る、 唯一 性を 宣言す る 言葉 （カリマ •タウ ヒー ド） は、 アツ ラーな 外の ど 
の 被 造 物 も 神で ある こと は 考えられな いこと を 指摘す る ものです （ユー ヌス章 第 18 



節、 ユースフ 章 第 40 節)。 

イス ラームの 信仰に おいては アツ ラーの 美名と 特性 もまた タウ ヒー ドを 表して いま 
す。 アツ ラーの 美名 や 特性が、 被 造 物の ものとは 存在論 的な 意味で 全く 等しくな いこ 
と を 受け入れる ことです。 同様に、 その 行いに おける タウ ヒー ドの 信条とは、 アツ ラー 
が 全てを 創造され た 唯一の 行為者で あられ、 その 行いの 全てを 単独で 実現され たこ 
とを 示す ものです。 この 意味で アツ ラーは 唯一の 創造主、 管理し 統治され る 御 方な の 
です （ヤー •スィ ーン章 第の 節、 高 壁 章 第 54 節)。 

人は 誰でも、 精神的に 高まる ことを 望めば、 聖職を や 偶像な ど 何の 巧 介を 必要と 
する ことなく、 直接 そのよ、 と 知性、 そして 全ての 自我を アツ ラーに 開く ことができ ま 
す （集団 章 第が- 44 節)。 ク ルアー ンは アツ ラーが たいへん 慈悲 深く 慈愛に あふれ 
た 御 方で ある こと、 そして 人は アツ ラーとの 間に 誰を も 介在させる ことなく、 悔悟を 
行い、 アツ ラーに 許しを 乞う ことによって 罪が 清められ ると 述べて います。 アツ ラー 
の 慈悲は 全てを 包括す る ものな のです （高 壁 章 第 156 節)。 ク ルアー ンの 伝える アツ 
ラーは、 絶が 的な 公正 さと 比類な き 慈悲の 持ち主で あ られ るので す。 


^ な 


@ 巧覚 は、 可 巧 光線の 与える シ グ ナルを 受け取る こと で 可能 となる 感覚 

プロセスです。 この プロセス は 感覚 器官の 一つ である 目に よって 実現 さ 
れ ます。 ある 存在を 見る には、 健康な ネ見覚 の 器官を 持って いると 同時に、 
その 存在が 一定の 波長を 持ち、 可 巧 光線を をして いる ことが 不可欠です。 これらの 
条件の どれ かが 欠けて いると、 この プロセスは 実現し ません。 しかし それは、 その 存 
在がない という ことを 意味す る ものでは ない のです。 

例えば、 これまでの 研究に より 人の 目は 物理的な 世界に おける 光の 2.5 パーセント 
しか 見る ことができない とされて います。 そもそも 人類は 世界の果てが どこに あるか 
を も 知る ことができません。 したう s ' っ て、 最も 精巧な 機器の 力を 借りた としても 把握 
する ことので きないと ころで、 あるいは 次元で、 他の 被 造 物が 存在 しないと 主張で き 
る だけの 具体的な あ 拠を 持って いま せん。 

何ら かの 存在を 認め るた めには、 それが 五感で 感 じられ る ものである‘ 必要は ない 
のです。 例えば、 電線の 中を 通る 電流 それ 自体を 目で 見る ことは できません。 それを 
写真に 撮ったり、 「電気とは これで ある」 と 示したり する ことは できません。 しかし、 
電気の 存在 やその 作用、 影響力な どを 私たちは 知っています。 したがって 私たちが 


なぜ ア ッ ラーを 見る ことが でさない のです か 
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神を 認める ために、 その あり方を 具体的に 見せ 示す ことは 必要ではありません。 電気 
と 同様に 神の 存在 もまた、 その 技 や 行いから 知る ことができます。 「神 そのもの をな 
ぜ 見る ことができな いのです か」 という 問いは、 「電気 そのものを なぜ 見る ことが で 
きないので すか」 という 問い に似てい ます。 

神は、 創造され たどの ような ものに も 似て おられず （そうでなければ、 神と その他 
の 存在の 違いが な く なって しまいます)、 存在論 的に 最高の 段階に 位置して います。 
それゆえ アツ ラーを 視覚に よって 捉え、 認識す る ことは 不可能な のです。 私たちは 存 
在 論 的に より 下位に 位置す る 電気 すら 見る ことができな いのに、 どう して 最も 高い 段 
階に 位置す る 神を 見る ことができる のでし ょうか。 

崇高なる ア ツ ラーが ク ルアー ンでご 自身に ついて 語られて いる ように、 アツ ラーに 
は 同じ 位置に 存在す る もの も、 類似す る 存在 も、 あるいは その 対 極に 位置す る 存在 も 
ありません。 アツ ラーは 創造主で あられ、 被 造 物ではありません。 形を 与える 御 方で 
あられ ますが、 形を 持つ 御 方ではありません。 全ての 空間を 統治され る 御 方です が、 
アツ ラーは どこかの 空間に 位置され ると いう 段階より もより 崇高で あられます。 その 
ため、 アツ ラーを 見る ことは 不可能な のです。 言い換えれば、 もし この 世界で 目に 見 
える もので あれば、 それは 神では あり 得ない のです。 もし 神が はっきりと 目に 見える 
存在で あると するなら、 皆 義務と して その 存在を 受け入れ、 その 偉大 さに 頭を 垂れ 
ていた ことでしょう。 その 場合は、 私たちが 物事を 自由に 书 J 断す るた めに 与えられた 
巧 性を 持って いる 意味が なくなって しまいます。 事実、 アツ ラーは ク ルアー ンで 次の 
ように 語って おられます。 

「それが アツ ラー、 あなたがたの 主で ある。 彼の 外に 神は ない ので ある。 すべての 
ものの 創造者で ある。 だから 彼に 仕えなさい。 彼は すべての ことを 管理な される。 ネ見 
覚 では 彼を 捉える ことは できない。 だが 彼は 視覚 そのもの さえ 捉える。 また 彼は すべ 
ての ことを 熟知され、 配慮され て おられる」 （家畜 章 第 102 - 103 節)。 

アツ ラーは 目に 見える 御 方では ない 一方で、 その 存在、 唯一せ、 崇高 さを 示す もの 
として、 この 世界に 多くの ものを 創造され ました。 ク ルアー ン には これらを、 私たち 
が アツ ラーに 到達す る 論拠と して 示されて います。 「われは、 わがしる しが 真理で あ 
る ことう S '、 彼らに 明白になる まで、 （遠い） 空の 彼方に おいて、 また 彼ら 自身の 中に 
おいて （示す)。 本当に あなたがたの 主は、 すべての ことの 立証 者で あられる。 その 
こと だけで も 十分では ないか」 （フツ スイ ラ 章 第 班 節)。 「天と地の 間には、 （アツ ラー 
の 唯一 性 や 神慮に 関し） 如何に も 多くの しる しが あ る。 彼ら は その 側 を 過 ぎる の だが、 
それらから 傭を） 背ける」 （ユースフ 章 第 1 肪 節)。 

一で で、 ク ルアー ンが 伝える ところに よると、 信者は 来世に おいて、 （今は まだ ど 
のよう な 形で あるか 私たちの 知り 得な い 方法で） アツ ラーを 拝見す る こと がで きる の 
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です （復活 章 第 20- の 節)。 


み 


® 信仰は、 信条に よって 始まり、 知識に よって 継続す る 努力が、 承認と 
意志決定の 段階に 到達す る ことで 成立し ます。 信仰は 独断 的な 承認では 
なく、 理性と 意志の ネ目 互の 調和で あり、 知識を 元にした 承認に よって 成 
り 立つ 受け入れです。 真の 意味での 信仰は、 知識を 得て 思索を めぐらせた 上で 承認 
すると いった プロセスを 経て 成立し ます。 何 かを 認め、 それを 真実で あると する こと 
を 意味す る 承認は、 知識な しでは 斤う ことは できません。 真実で あると 認められ てい 
る 事柄に ついて、 知識な しで それを 承認す る ことが 不可能で あるよう に、 信仰に お 
いても、 信じるべき 事柄に ついて 知識を 持つ ことなく それを 承認す る ことは 不可能で 
す。 ク ルアー ン でも、 「だから 知ん アツ ラーの 外に 神は ない ことを」 （ムハンマド 章 
第 19 節） と 命じられ、 まず 知識を 得、 それから 信仰の 段階に 至ってい ます。 この 意 
味は、 信仰とは よ、 の 知識で ある、 という ものではありません。 承認と 知識は な 方と も 
嗓 よ、 と 知性の 活動です が、 その 間には 違いが あります。 承認は よ、 において、 人の 努力 

や自 由 意志に よって 生じる もので あり、 知識は 特別 な 努力 や自 由 意志が な くても 存在 
し 得ます。 さまざまな 理由で‘ じ、 に 生じる 抽象的な 事柄は、 信仰とは いいません。 それ 
う s ' 信仰と いわれる ためには、 知識よりも、 意識的な 服従、 帰依が 存在す る ことが 必要 
です。 信仰が 熟考を 元にした 知識に 支えられる ことと、 直接 知識が 信仰と なること と 
は 別物です。 信仰が 揺らがな いよう、 それは 必ず 知識に よって 支えられるべき です。 
これを、 探ボに 支えられた 信仰と いいます。 

この 意味で 信仰とは 知識を も 包括す るより 広い 概念です。 全ての 信仰は 同時に 知 
識をも 含む ものです が、 知識は 信仰では ない のです。 何 かを 知り 学ぶ ことは、 それを 
信じ、 受け入れる ことを 意味して いないの です。 しかし 信じた ことは 全て、 受け入れ、 
認めた ことになります。 一例を 示せば、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） につ 
いて 書かれた 本を 読んで 学ぶ こと が 知識です。 彼が ア ツ ラーに よっ て 遣わさ れた 預言 
者で ある ことを 認めない 限りは、 この 知識は 信仰には 至りません。 信仰を 信仰たら し 
める ものは、 承認し 従う ことです。 

また 一方で、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） について 正しい 知識を 持た 
ない まま 彼を 預言者と 認める こと も 浅い 信仰です。 真の 信仰は、 預言者 ム ハン マ ド (彼 
の 上に 平安 あれ） について 正しく 十み な 知識を 得て、 彼が アツ ラーに よって 遣わされ 


信仰と 知識の 間には どのよ ラ な 違いが あり ます か 
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任命され た 使徒で ある ことを 受け入れる ことです。 この ことから 知識を 伴わない 信仰 
は 浅く、 表面的な ものである という ことができます。 だから 信仰箇条 について 十分な 
知識を 持ち、 それらを 受け入れて 信仰に 変えて いくこと うん 必要です。 


〇_ ク ルアー ン とは どのよ ラな 書物です か。 他の 啓 巧 

との 違いは あります か 


® 崇高なる ク ルアー ン は、 アツ ラーから 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平 

安 あれ） に 啓示 された ときの ままの 形で 書記 たちに よって 書き取られ、 
今日まで その 形が 維持され てきた 神聖な 書です。 預言者 ムハンマド （彼 
の 上に 平安 あれ） は 人間に 遣わされた 最後の 使徒で あり、 崇高なる ク ルアー ン は、 彼 
を 通して 人類に 送られた 最後の 神聖な 呼びかけです。 

啓示され たと きの まま の 形で、 一切 変更され る ことなく 現在まで 伝え られ ている と 
いう ことは、 ク ルアー ン において のみ 実現して いる ことで あり、 他の 啓 典に おいては 
実現して いません。 ユダヤ教のを 法が 現在の 形と なった のは 預言者 ムーサーの 時代 
よりも 口 世紀 後の 西暦 1 世紀に なって からの ことです。 このためを 法の 文書の 成立、 
預言者 ムーサーな 降の 状況、 現存す るを 法の 複写が どの 時期に、 誰に よってな され 
たかと いう 点は、 学問的に 論争され ています。 この ことは、 を 法に 関連す る 諸 宗教の 
歴史学 者たち が 認めて いると ころです。 また 現存す る 新約聖書が 預言者 イーサ ーに 
よって 書かれた もので ない ことは、 キリスト教徒に よっても 認められて います。 その 
記述は 預言者 イーサ ーより も 少なくとも 30 年後に 始まり、 西暦 1 世紀の 終わり頃 完 
了した とされて います。 

崇高なる ク ルアー ン は、 最初の 人間で ある 預言者 アー ダムな 来、 全ての 預言者に 
よって 伝えられ てきた 聖 なる 最後の 啓 典です。 それな 前の 聖典が 含んで いた 基本的 
な 原則 も そこに 含まれて います。 ク ルアー ン は、 イス ラームな 前に 下された 啓 典 も 神 
による もので る ことを 認めて います。 ただし ク ルアー ン は、 イス ラームな 前の 聖典の 
正誤の 識別の 基準を 示し、 ユダヤ教 徒 や キリスト教徒の 信条 的、 道徳的な 逸脱を 指 
摘して います （婦人 章 第 巧 9 - 161 節、 食卓 章 第 72 - 73 節)。 論争して いる 項目に 
ついても 言及し （驗章 第 76 節)、 またを 法の 本来の 姿が 維持され ていない こと も 示し 
ています （雌牛 章 第 75 節、 婦人 章 第が 節)。 

ク ルアー ンの 章の 名前の 一つは 「識別」 です。 この 名栋 は、 正誤、 正邪、 美醜を 
それぞれ 区別す る 価値観を 教えて いる ことに 由来し ます。 ク ルアー ン は、 それ 自体の 
表現を 用いるなら、 「いやし」 と 「慈悲」 の 源泉です。 そして 「光」 によって 人々 を 
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闇から 光へ と 導く （雌牛 章 第 257 節)、 現世と 来世に おける 幸福の 唯一の 媒介な ので 
す （食卓 章 第 16 節)。 

ク ルアー ンは その メッセージ により、 被 造 物の 主につ いて、 生と 死 や 死後を 人々 に 
教えて います。 そうする ことによって、 不安 や 精神的な 混乱から 人々 を 救います。 裏 
表の ある 振る舞い や 妬み、 憎悪 や 敵意と いった 感情から 自らを 清めます。 また ク ルアー 
ンに 示されて いる 豊かな 生き方の 規範に より、 信仰す る 人々 はこの 世の 狭小な 世界 か 
ら 救われ、 平安と 幸福の 家で ある 天国の、 無限の 地平に 導かれる のです （ユー ヌス 
章 第 25 節)。 

崇高なる ク ルアー ンの 根本的 かつ 重要な 教えの 筆頭に、 タウ ヒー ド （神の 唯一せ） 
が 挙げられます。 現在、 世界に 存在す る 啓 典のう ち、 この 信条を 最も 巧 白に 示して 
いるの が イス ラームの 教えです。 それは 偶像崇拝が 広く 行われ、 タウ ヒー ドの 信条が 
多神教と 混在して いると いう 状況 下で 下されました。 そして、 アッ ラーの みが 神で あ 
ると いう 原則を もたらした のです。 このよう にして、 創造主と 被 造 物の 違いが 明白な 
形で 区別され たのです。 ク ルアー ン には、 アッ ラーに 同位 者は なく 比類な き 御 方で あ 
る ことが、 他の 啓 典には 見られない 形で 宣言され ている のです。 

ク ルアー ンが もたら した 基本 原則 のもう 一つの も のが 来世への 信仰です。 こ の 信仰 
は、 現世での 生が 終わった あとから 始まり 永遠に 続く 2 番目の 生です。 来世で 人は 現 
世で 行った ことの 対価を 得ます。 それ は 神の 公正が 絶対的な 意味で 実現す るので す。 
現世で をい 行いを した 信者に とって、 来世は 無限の 幸福、 平安の 家と なります。 悪 
事を 働いて きた 人間に とっては、 その 斤い の 罰を 受ける 場と なる のです。 ク ルアー ン 
な 前の 啓 典に おいても、 来世への 信仰に ついては 言及され ています。 しかし ク ルアー 
ン ほど 明白に、 印象的な 形では 表現され ていません。 来世への 信仰は、 信者の 信条 
と 宗教 的 実践を 伴う 生き方の、 まさに 中よ、 に 位置して いるので す。 

ク ルアー ンを 否定す る 人々 は、 歴史を 通して 今日まで、 ク ルアー ンに 匹敵す る もの 
を 示す ことができずに います。 表現 や 様式を 含め、 ク ルアー ンは 人々 を 驚愕させる ほ 
どの 内容を もっています。 まさしく それは 一つの 奇蹟です。 イス ラームな 前の 預言者 
たちの 奇蹟は、 それぞれの 時代に おいての み 有効でした。 だが ク ルアー ンの 奇跡は 
最後の 審キ IJ の 日 まで 続く も のです。 

崇高なる ク ルアー ンは そこの ことを、 次のように 述べて います。 

「もし あなたが たう;'、 わがし もべ （ムハンマド-彼の 上に 平安 あれ） に 下した 啓示 
を 疑うならば、 それに 類す る 1 章 〔スーラ〕 でも 作って みなさい。 もし あなたう が こが 
正しければ、 アッ ラーな 外の あなたがたの 証人を 呼んで みなさい。 もし あなたがたが 
出来ないならば、 いや、 出来る はず もない の だが、 それなら ば、 人間と 石を 燃料と す 
る 地獄の 業火を 恐れなさい。 それは 不信よ、 者の ために 用意され ている」 （雌牛 章 第の 
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- 24 節、 フード 章 第 13 節、 山 章 第 33 - 34 節)。 

崇高なる ク ルアー ン は、 ただ 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 時代 だけの 
ものでは なく、 その 存在と 導きは、 世界が 存在し 続ける 限り 続く、 時代を 超えた 書物 
なのです。 そこには、 どの 時代に おいても 普遍的な 信仰、 崇拝 行為 や 社会生活に 関 
しての 基本 原則が 含まれて います。 アラ ブ 社会の みならず 全ての 人々 に 普遍的な 書 
物な のです。 命令と 禁止 事項、 規範と 獎 励、 忠告と 原則、 吉報と 警告、 アッ ラーが 
人間 やその 他の 被 造 物に ついて 知らされた 真実、 知識、 定義は 時間の 経過と ともに 
変化す る ことなく、 その 価値は けっ して 損なわれる ことはありません （洞窟 章 第の 節、 
家畜 章 第 115 節)。 

崇高なる ク ルアー ンの もたらした メッセージの、 さらなる 特徴は 次の 通りです。 ク 
ルアー ンは 血統 や 血筋、 民族 もしくは 文化的な 環境に 関わりな く、 全ての 人類に 呼び 
かけて いるものです。 その 意味で 普遍性を 持って いるので す。 人の 価値は 生まれな 
がら、 あるいは のちに 獲得され た 世俗的な 身を や 階級に よって 決まる ものでは ありま 
せん。 それは 崇高なる アッ ラーとの 結びつきと 、アッ ラーの 道に おいてを 力を し アッ 
ラーの ご 満悦を 得る ことによって 自らの 価値を 高めて いかなければ なら ない のです。 


ク ルアー ンを 読んだ ときに わからない 部分が あり 嗓 

^0」 ます。 ど ラ すれば いいので しよ ラ か 


@ ク ルアー ン は、 最初の 人間で あり 預言者で ある アー ダムな 来、 歴史上 
の さまざま な 時代に 生き た 預言者た ちの 努力、 ま た その 民の 預言者への 
呼びかけ にがす る 反応に ついても 言及 しています。 また ク ルアー ン は、 
ヒジャ ーズ 地方の アラブ 人の 信仰、 崇拝 行為、 道徳、 そして 社会生活に ついても 触 
れ ています。 彼らの 誤った 風俗、 習慣を 否定し、 それに 代わって どのような 時代に お 
いても 適応され 得る 基本的な 原則を 示して います。 

ク ルアー ン は、 歴史に 関する 事柄に ついても 簡潔な 言葉で 言及して います。 とき 
には 一つ か 二つの 言葉で、 ヒジャ ーズ 地方の アラブ 人、 あるいは イス ラームな 前の 預 
言 者たち が 呼びかけた 民の 暮らし や 重要な 出来事を 示唆して います。 ク ルアー ンが 
それらの 全てを 詳細に 語る ことは そもそも 不可能 でん そうでなければ それは 神の 書 
ではなく 宗教 史 百科の ような ものと なって いたでしょう。 さらには、 翻訳を もとに ク 
ルアー ンを 学ぼうと する ことは、 読者を 誤った 結果に 導く こと も あり 得ます。 なぜな 
ら その 場合、 ク ルアー ンの 簡潔な 表現に ついて 言語学 や 歴史学の 観点から 掘り下げ、 
研究して いくこと が 必要と なる からです。 そのために、 ク ルアー ンを 読む ときには 脚 
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注が 付いている ク ルアー ンの 訳、 もしく は その‘ 必要に応じて さまざま 解釈を 示す 文献 
を 参照し なければ なりません。 そもそも 解釈が 書かれた 意図 も、 このような ク ルアー 
ン 理解の 困難 さを 乗り越える 上で 読み手の 助けと なること にあります。 

また 崇高なる ク ルアー ン には、 それ 自体の 様式 や 事柄への アプローチ 方法が ありま 
す。 例えば ク ルアー ン では、 信仰、 崇拝 行為、 道徳、 信条、 預言者、 最後の 審 申し 天国、 
地獄、 タウ ヒー ド （神の 唯一 性)、 シルク （アツ ラーに 何もの かを 配す る こと） とい っ 
たこと が、 項目 別に 独立した 形で 言及され てはいな いのでん こういった 項目は、 さ 
まざ まな 章 や ページで 異なった 形で 言及され ています。 それらの 項目 に 何度も 何度も 
読み手の 注意を 引きつけ、 警告 や 忠言を 与える という 形を とっている のです。 こうし 
た 形式は、 現代の 読み手は あまりな じんで いません。 そこで 何ら かの 項目に ついて、 
関連す るク ルアー ンの 言葉の 全てを、 一つの 集合体と して まとめて いる 「テーマ 別の 
解釈」 を?' 舌 用す る ことです。 

イス ラームの 教えの あ 本 的な 源で ある クル アーン は、 読まん 巧 解され、 生きて い 
く 上での 規範と して 生?' 舌に 反映され るた めに 啓示され ました。 この 読み、 理解す ると 
いう 過程は、 一定の 手段を もって 行われる べきです。 その 手段が 理解され なければ、 
目的に 達する ことはないでしょう。 多くの 人は、 崇拝 行為 や 道徳に 関する ク ルアー ン 
の 言葉の 意味は 理解で きる でしょう。 しかし 崇拝 行為の 実行に 関する 事柄 や、 社会 
生?' 舌に 関連す る 一部の 言葉の 解釈は、 特別な ま 門 知識を 必要と します。 

したがって、 ク ルアー ンを 理解す るた めに 努力し なければ なりません。 も しク ルアー 
ンの 訳を 読んで、 理解で きない 章句が あれば、 別の 訳を 読んで 参考に する こと もで き 
まん あ るいは 外国語の ク ルアー ン を 参照す る こと もで きます。 信頼で きる 知識を 持っ 
た 人が 勧める、 ク ルアー ンを 解釈して いる 文献を 参考に する こと もで きます。 あるい 
は その 章句が 啓示され た 理由に 関する 伝承を 読む ことができます。 また、 そのと きに 
は 巧 解で きなかった 章句が、 別の 章で よ り 巧 解し やすい 形で 述べられ ている かも しれ 
ません。 だから、 理解で きなかった といって 読む ことを 放棄す るので はなく、 読み 続 
ける ことが 大事です。 

さらに、 ク ルアー ンを 理解す る 上で、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の ハ 
デ ィース 盾 行録） も 参考になる ことを 忘れて はいけ ません。 スン ナ (慣 がは、 ク ルアー 
ンの 秘められた 表現を 説き明かして くれます。 この 例と して、 礼拝 や ザ カート （喜捨)、 
巡礼な どを 挙げる ことができます。 私たちは 礼拝を どのように 行えば いい かを、 預言 
者 ムハンマド (彼の 上に 平安 あれ) の 解説と 実践から 学ぶ こと がで きます。 ま た ハラー 
ル （許されて いる こと） と ハ ラーム （禁止され ている こと） のように 日々 の 生?' 舌に 関 
する 多くの 事柄で、 あたちは 預言を ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 説き明かしを 
必要と している のです （高 壁 章 第 157 節)。 
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預言ち ム八ン マド （彼の 上に 平 まあれ） は どのよ 
う な 人 だつ たので しょうか 


® 全ての 預言者と 同様に、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） も 人 
間の 中から 選ばれて います。 ク ルアー ン は、 彼が 天使の 預言者で はなく 
人間の 預言者で あると 強調して います （夜の 旅 章 第 93 •お 節)。 彼は マッ 
力で 生まれ、 子ども 時代を 孤児と して 過ごし、 青年時代には 交易で 生計を 立てて い 
ました。 たいへん 質素に 暮らされ、 自然で 謙虚な 生き方を され、 他の 人々 と 同様に 結 
婚 さん 子どもたち にも 恵まれて いました。 40 歳までは、 預言者 あるいは 指導者と 
しての 主張を した ことは なく、 また 詩人 や 勇者、 族長 もしくは 金持ちで もありません 
でした。 彼は 預言者と しての 活動を 始める 前 も 始めてから も、 世俗的な もの、 ぜ いた 
くや 権力な どを ホめ る ことは 一切ありません でした。 預言者と しての?' 舌 動を 始め、 マ 
ディーナで 築いた 共同体の 指導者と なった 後、 つまり 多くの 力を 得た 後で も、 非常に 
質実な 生き方を 選んで いたのです。 

彼は 預言者と なるな 前には、 周囲の 人々 から 「アミー ン丄 すなわち 「信頼で きる 人」 

と 呼ばれて いました。 預言者と なって からは、 妻アー イシ ャの 言葉を 借りるなら、 「そ 
の 御 方の 徳はク ルアー ン そのものであった」 のです。 ク ルアー ンの 中に 示されて いる 噢 

誠実 さ、 忠義 さ、 自己 犠 を、 無 あ 無欲の 献身、 信頼、 優れた 能力、 正義、 公正 さとい っ 
た 多くの 徳の 持ち主で あられた のです。 ク ルアー ンが 示して いる 徳を 身に つけ 実践 さ 
ん イス ラーム 共同体の 模範と なられた のです。 周囲の 人々 に対して、 常に 親切、 了 
寧た 上品で 埋解 ある 態度を とられ、 うぬぼれ、 高慢 さ、 執念深 さ、 偽善、 憎悪、 背信、 

不正、 偽りと いった 悪い行いからは 遠ざかって おられた のです。 こうした 資質から、 

預言者は アッ ラーに よって 人間に 遣わされた 最良の 模範と 見なされ たのです ほに 族 
連合 章 第 21 節)。 

また 預言者で ある ことから、 優れた 知能、 知性、 記憶力、 そして 預言者 特有の キ IJ 
断 力を 持って おられました。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は アッ ラーから 
もたらされた 全ての 啓示を そのまま 人々 に 伝えられ、 必要と あれば その 内容を みかり 
やすく 解説され ました。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 最も 本質的な 特 せの 一つは、 慈悲の 使 
徒で あられた という ことです。 ク ルアー ン では 「われは ただ 万有への 慈悲と して、 あ 
なた を 遣わした だけで ある」 （預言を 章 第 107 節） と 述べられて います。 

預言を ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 生涯を 通して、 一切の 暴力と 無縁の 
人でした。 マッカで 預言者と しての 活動を 始めた とき、 彼 自身 や イス ラームに 入信し 
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た 人々 にがして 加えられた 度重なる あ 害 や 弾圧 にもかかわらず、 暴力で 対抗したり 
誰かを 煽動した りする ことは けっしてありません でした。 ひたすら 耐え忍ばれ たので 
す。 その 忍耐 も 限界に 近づいた とき、 信者たち を 暴力に ではなく マッカから マデイ ー 
ナヘの 移住へ と 向かわせた のです。 そして やむをえず アッ ラーの 許しを 得て、 戦いに 
のぞむ ことと なった のです （巡礼 章 第 39 節)。 慈悲の 使徒は、 戦いを せざる をえ なく 
なった ときで も 子ども や 女性、 老人の 殺害 や復警 のた めに 敵の 死体を 傷つける ことを 
禁じられました。 マッカを 征服した 際には、 報復を 禁じ、 敵が していた マッカの 人々 
を 許された のでした。 

預言者 ム ハン マ ド (彼の 上に 平安 あれ) の 最も 本質的な 特性は、 彼が r 最後の 預言者」 
であられる という ことです ほに 族 連合 章 第 40 節)。 神は、 彼を 最後の 預言者と して 選 
ばれました。 預言を ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） う;' 遣わされた ことで 預言者たち 
の 鎖は 最後の 輪に 至り、 完成した のです。 最後の 審判の 日まで、 もはや アツ ラーは 新 
たな 預言者を 遣わされる ことは ない のです。 


Q クル アーン と 預言ち ム八ン マド （彼の 上に 平安 あれ） 

、 乂 8 の 八 ディース （言行録） は どこが 違う のでし ようか 

嗓 

® イスラー ムの 聖典 クル アーン は、 アツ ラーから ジブ ラーイ ー ルと いう 

大 天使を 通して 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） に 下された、 言 
葉 や 文章の それぞれが 「啓示」 である 神聖な 書です。 その 啓示は、 マツ 
力と マディーナでの 年と いう 歳月を かけて 下されました。 イス ラーム 教徒に とって 
ク ルアー ンに 含まれる 全ての 言葉が アツ ラーからの もので あり、 不変で ある ことは 疑 
いのない ことです。 いくつかの 言葉の 読み方に 多少の 違いが ある ものの、 この 14 世 
紀の 間を 通して イス ラームの 全地 域に おいて ク ルアー ンは 同一です。 ただ、 いくつか 
の 章句に ついては、 それが どういう 意味になる か、 それを どのように 解釈すべき かと 
いう 点で、 異なる 解釈 や アプローチが 存在し ます。 信仰、 崇拝 行為、 道徳から 社会 
的な 人間関係まで、 現世から 来世の ことまで、 多くの 異なる 項目を 含む ク ルアー ンの 
章句は、 イス ラーム 教徒に とって 最も 重要な 崇拝 行為で ある 礼拝で も 唱えられます。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の ハ デ ィース （言行録） は、 さまざまな 機 
会に 預言者が 語られた 言葉、 行われた ことを まとめた ものです。 これらの 言葉の いく 
つかは、 ク ルアー ンの 啓示からの もので あり、 他は 彼が 人間で あるな 上、 完全に 人間 
による ものと なって います。 ク ルアー ンの 言葉とは 逆に、 ハ デ ィースが 不変の もので 
あるか、 あるいは 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） に 属する ものである かとい っ 
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た 点に ついては、 教 友たち の 時代から 現在に 至る まで 論じられて きました。 さまざま 
な 議論を 経たの ち、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の ものである という 結論 
が 出され、 学を たちに よって 承認され、 人々 の 行動の 手本と なって きました。 しかし 
結局のと ころ これらの 言葉は、 ク ルアー ンの 言葉 ほどに 絶が 的で 普遍的な ものとは 見 
なされて いません。 なぜなら ハ デ ィースは、 それらを 見聞きした 教 友たち により、 異 
なる 内容 や、 異なる 意味で 伝承され てきた からです。 ハ デ ィースは ヒ ジュラ 暦 煙遷 
の 行われた 西暦の 2 年を 元年と する） 2’3 世紀に、 偉大な ハ ディース 学者たち によ っ 
て さまざまな 方法で まとめられ、 編纂され ました。 ハ デ ィースは 信頼で き、 不変の も 
のであった としても、 ク ルアー ンの 章句の ように 礼拝では 唱えられません。 


イス ラームと い ラ 宗教と キリスト教の 違いは どこ 
にあります か 


@ 啓示 宗教の 信仰、 崇拝 行為、 そして 道徳の 基本は 本来 同一 だと 思い ま 

すが、 時間と ともに それらは 変化し、 本来の 形を 失って きました。 それ 
ゆえ、 基本的に 啓示 宗教は 共通 項に おいて 一致して いますが、 キリスト 
教と 最後の 啓示 宗教で ある イス ラームとの 間には 違い が 生 じています。 

両者の 成立 過程は 対照的で、 イス ラームの 教えは ク ルアー ンの 導きに よって、 預言 
者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 時代に その スン ナ （慣行） も 含む 形で 成立し 
ています。 キリスト教は、 教会と 弟子たち によって 預言者 イーサ ーよりも 後の 時代に 
成立して いるので す。 

この 二つの 宗教の 間の 最も 明白な ネ目違 点は、 神への 信仰に おいて 見られます。 イ 
ス ラームは 神に ついて、 親戚、 子ども、 同等を そして 一切の 共同作業 者を 持たない、 
唯一の 存在で ある アツ ラーと いう 考え方を 持って います。 この 意味で、 アツ ラーな 外 
に 救い主は 存在 しないの です。 イス ラームの タウ ヒー ド （神の 唯一せ） は、 崇高なる 
アツ ラーは 唯一の 存在で あり、 崇拝され るべき 唯一の 存在で あると しています。 その 
ことにより、 イス ラーム 教徒は 神との 間に 何者 も 介在させる ことなく、 崇拝 行為を 直 
接アツ ラーに 捧げる ようになった のです。 キリスト教は、 当初は 唯一 神 信仰だった も 
のの、 特定の 宗派を 除き、 短期間の うちに、 多くの 人々 が 異なる 見解を 持つ ようにな 
りました。 キリスト教 における 神の 信条は、 父と 子と 聖霊と いう S つの 要素と して 表 
現されます。 イーサ ーは 神の 息子、 魂、 そして 言葉と 見なされて います。 さらに、 神 
について 用いられる 「父」 という 言葉は、 その 死 や 後継者を 思わせる ものと なりまん 
この 二つの 宗教の 間の もう 一つの 重要な 相違点は、 預言者に ついての 信条に あり 
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ます。 イス ラームでは、 預言者は アー ダムから 始まり ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） 
によって 終わりを 告げて います。 だから こそ、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ) 
は、 神の 導きを 伝える アッ ラーの 最後の 使徒な のです。 キリスト教に おいては、 預言 
者 イーサ ーな 前の、 アー ダムから ユー ヌスに 至る 全ての 預言者が 認められて いるもの 
の、 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） う s ' 預言を である ことは 認められて いません。 な 
ぜ なら キリス ト教 における 預言者の あり方は、 イーサ ーとと もに そのせ 質を 変えて し 
まった からです。 つまり、 イーサ ーが 神に なった ことにより、 その 預言者と しての 務 
めは イーサ ーの 弟子たち によって 引き継がれ ると 信じられて いるから です。 

この 二つの 宗教に 共通して、 世界が 終わりを 迎え、 最後の 審审 J が あり、 来世での 
生が 始ま ると いう 信仰が あ ります。 一方で 細かい 部分に ついては ネ目違 点 も あり ます。 

二つの 宗教の 間の 崇拝 行為に 関する 基本的な 相違点は な 下の 通りです。 イスラー 
ム では、 宗教 ム 思春期を 迎えた イス ラーム 教徒の 義務と される 礼拝、 断食、 ザカー 
卜 （喜捨)、 巡礼と いった 崇拝 行為が あります。 キリスト教の 崇拝 行為は イス ラーム 
の 崇拝 行為とは 異なって います。 例えば、 キリスト教には イス ラームの ように 時間が 
定められ ている 崇拝 行為はありません。 キリスト教 における 崇拝 行為は、 神を 讚え る 
讚美歌を 歌う ことな どです。 カトリックでは、 「聖体拝領」 と 呼ばれる、 パンと ブド 
ゥ酒 などの 物質を 媒介と した 神性との 交わりが あります。 イス ラームでは、 一定の 時 
間に 定められた 1 日に 5 回の 義務の 礼拝と、 イス ラーム 教徒の 意志に 任された 義務 
ではない 礼拝が あります。 キリスト教では 断食は 義務ではありません。 イスラー ム教 
徒は、 每年 ラマ ダーン 月 （ヒ ジュラ 暦の 9 月） の 1 か 月間を 通して、 断食を 行って い 
ます。 この間、 毎日、 日の出から 日没まで、 一切の 飲食を 断ち、 性交 渉 も 行いません。 

また イス ラームでは、 全ての 子どもは 清らかな、 罪のない 状態で 生まれて きます。 
キリス ト教 では 人は 原罪を 負って 生まれて きます。 イス ラームでは 罪の 許しを 求める 
人は、 直接 アッ ラーに 許しを 求めます。 そのため、 イス ラームでは 罪の 告白を 斤う と 
いう 制度はありません。 キリスト教では、 信者は 神父に 機悔 をし ます。 しかし 神父は 
罪を 犯した 人に、 神の 許しの 希望を 与えて 慰める ことは できます が、 神が 許される か 
どうかに 言及す る ことは できません。 イス ラームでは、 アッ ラーな 外に 罪を 許す こと 
のでき る 権限を 持つ 存在は いないの です。 なぜなら 罪を 許す 権限は、 私たちの‘ じ、 に 
秘められ たものを ご存 じで あ られる アツ ラー にの み 属する も の だから です。 
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唯ー ネ申 信仰が、 最ち 論理的、 合理的で あると 聞を 
ました。 その 理由を 教えて ください 


® イスラー ムの 最も 根本的な 原則は タウ ヒー ド、 つまり アツ ラーの 唯一 

性を 認める ことです。 タウ ヒー ドは 全てを 包括す る 原則です。 例えば、 

この 世界は 完全なる 秩序と 均衡の 上に 成り立って います。 それが 永遠に 
持続して いく ためには、 創造主が 唯一で ある こ とが 論理的に 必要と な ります。 銀河 や 
太陽系が ある 秩序のう ちに 存在し 惑星が 互いに 衝突す る ことなく 動いて いる ことは、 

唯一の 統治を、 唯一の 力、 唯一の 創造主の 存在を 示唆して います。 

一方で、 化 球と 太陽 や 月との 関係、 海中での 生物の 驚異的な あり方、 空気 中に 放 
出さ れる 酸素の 量と いった あらゆる ことは、 全てが 唯一の 統治者の 力 によって 調えら 
れ ている のです。 ク ルアー ン では 次のように 記されて います。 「もし、 その （天地の） 

間に アツ ラーな 外の 神々 がいたならば、 それらは きっと 混乱した であろう。 それで 玉 
座の 主、 彼らが 唱える ものの 上に （高く います） アツ ラーを 讚え なさい」 （預言者 章 
第の 節)。 

実際、 アツ ラーは 崇高で あられ、 何者に も 似て おらず、 不 化を 示す 全ての 特性 か 
ら かけ 離れた 御 方な のです。 そうでなければ、 複数の、 さらには 無数の 神の 存在が 嗓 

‘ 必要と なって しまいます。 神は 絶対的な 力の 持ち主で あられ、 世界は その 統治を 受 
けて いるので す。 もし 世界に 複数の 神が 存在 すれば、 この 世界は 自然界の 法則です 
ら その 秩序を 維持して 機能す る こと は 不可能 となって いた はずです。 例え ば あ る 神が 
望む 事象を、 他の 神は 望まなかった でしょう。 実際には、 自然界の 動きには 巧ら かに 
ある 秩序と 完全 さが 存在し ます。 この 世界に おける 全ての 事象は、 偶然に、 自ら 生 
じたの だと 主張す る こと が 果た して 論理的で しょうか。 アツ ラ ーが 唯一 存在され てい 
るから こそ、 この 世界の 調和の とれた 秩序は、 創造され た 瞬間から 一切の 不化 なく 維 
持され 続けて きたので す。 

唯一 神 信仰 （タウ ヒー ド） う、 この 世界の 実情に 即した ものである ことを 認める こ 
と はけ っ して 難 しい こと では あり ません。 タウ ヒー ドを 信仰の 中よ、 に 置 く イス ラーム 
の 教えを 受け入れる 人の 数は、 歴史を 通して 増加の 一途を たどって おり、 今日に おい 
て も その 数は 増え 続けて います。 
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唯ー ネ申 信仰に なじみが ありません。 この 信仰を 受 
け 入れる ためには 何を 行えば いいので しょうか 


@ ア ッ ラーは 人間を、 タウ ヒー ドの 信条を 受け入れる こと のでき る 本質 
を 持つ ものと して 創造され ました。 その 例と して、 ク ルアー ン には 預言 
者 イブ ラー ヒー ムの 話が 紹介され ています （家畜 章 第 74 -の 節)。 彼 
はアッ ラーを 見出す ために 理 巧を 用い、 この 世界を 注意 深く 観察して います。 さらに 
ク ルアー ン は、 アッ ラーの お 力と 崇高 さを 示す のと 同じく らい 多くの 章句で、 地上と 
天を 注意 深く 観察す るよう に 命じて います。 存在 や 無、 因果応報 などに ついて 深く 考 
える 人々 に 新たな ネ見 野を 獲得させます。 例えば、 「私は なぜ 存在す るの か。 なぜ 創造 
された のか。 なぜ 人間は 全ての 被 造 物よりも 優れてい るの か。 なぜ 人間は 意識を 持っ 
ている のか。 この 人間の 優位性に 伴う 責任は ない のか。 世界が 存在す る 意図は 何 か。 
人は 他の 動物の よう に 飲み食いして 巧 交渉を 斤い、 無責任な 娛楽や 消費と いった 単 
純な 生?' 舌を 送る だけで 十を なのか。 価値を 加える ような 行為とは 何だろう か。 私は 死 
ん だら どうなる のか。 死によ っ て 全てが 終わ るなら 生きる ことに は 何の 意味が あるの 
か。 私の 中に ある 善行を 施したい という 気持ち、 良い もの、 素晴らし いもの、 価値の 
噢 ある ものを 好む 思いは どこから 来る のか」 といった 問に 対する をえ をボ める ことが で 

き ます。 

先入観を 持つ ことなく 真孽に 考えを め ぐらせば、 ア ッ ラーは 人に 正しい 道を 示さん 
信仰に おいて 彼を 助けられる でしょう。 崇高なる アッ ラーは ハ デ イース 情 行録） た 
そのこと を 日月 白に 約束され ています。 「しもべが 私に 1 カルシュ 近づけば、 あはし も 
べに 1 ズ イラ （2 カルシュ） 近づこう。 しもべが 私に 歩いて くれば、 私は 彼に 走って 
いこう」 （ブ ハーリー、 タウ ヒー ド 巧)。 
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ファルド （義務） を 実行し なかったり、 禁じられ 
ている ことを してし まう イス ラーム 教徒は、 どう 
なる のでし よ ラ か。 教えを 棄て たこと になる ので 
しよ ラ か 


® イスラー ム は、 単に 信条 や 道徳を 説く 教えでは なく、 人間の 生き方 全 
体を 包括す る 価値観の 集大成な のです。 もちろん 良い 行い、 有益な こと、 

有意義な 事柄の 実践を ホめ ています。 

イス ラームに おいては、 全て の 学者たち は 信仰と 崇拝 行為が 一つ になる ことの 重要 
性に ついて 一致した 見解を 持って います。 信仰を ずるとは、 ファ ル ドを 実行し ハラー 
ム （禁止され ている こと） を 避ける ことに 関わって います。 イス ラームの 信仰は、 シ 
ルク （アツ ラーに 何もの かを 配す る こと） な 外の 全ての 罪は、 崇高なる アツ ラーが 許 
されます （婦人 章 第 116 節)。 さらに、 シルクを 行った 人で も 死ぬ 前に 悔悟し イスラー 
ムに 入信 すれば、 崇高なる アツ ラーは 彼を も 許される ことでしょう。 

シルクを 除く 大きな 罪を 犯した イス ラーム 教徒は、 「罪を 犯した 信者」 と 名付けら 
れ ます。 信仰の 本質は、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） が アツ ラーから もた 
ら された 事柄を よ、 から 受け入れる ことです。 人が 犯した 罪は、 信仰の 本質で あるよ、 噢 

による 受容が 続いて いる 限り、 人を 信仰の 範禱 から 抜き出す ことは できず、 不信よ、 に 
追い込む こと もありません。 このような 人が 死んだ 場合 も、 永遠に 地獄に とどめられ 
る ことはありません。 その 罪に 見合った 罰を 受けた のち 天国に 行く のです。 信仰の 本 
質が！：、 による 承認で ある ことにつ いては、 ク ルアー ンの 多くの 章句で 言及され てい ま 
す （食卓 章 第 か 節、 部屋 章 第 14 節)。 

イス ラームの 最あ 条件が よ、 による 承認であった としても、 信仰の 維持は、 人が 道 
徳 的に 成熟し、 アツ ラーに 従う ことによって 支えられます。 なぜなら イス ラームに 入 
ると いう ことは、 その 全ての 教えを 受け入れる こと だからです。 イス ラームが 個人に 
求める ものは、 ファルドを 実践し ハ ラーム 避ける ことです。 しかし 誰かを イス ラーム 
教徒と 呼ぶ 上では、 彼が イス ラームの 命令に 従ってい るか どう うづ s' 审 J 断 基準 とはされ 
ません。 そのため 義務で ある 一部の 行為を 実践し なかった という だけで、 その 人が イ 
ス ラームを 放棄した ことには なりません。 信者は、 ネし 拝し、 喜捨を 行い、 巡礼す るが 
ゆえに 信者と 呼ばれる のでは ない のでん 信仰して いるが ゆえに、 これらの 崇拝 行為 
を 実 斤す るので す。 この 違いは 明確に 区別され なければ なりません。 なぜなら、 行為 
はあく ま で 信仰の 結果 だからです。 

信仰を 持って いる にもかかわらず、 怠惰で あるが ゆえに、 あるいは 自 みの 欲望に 負 
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け 崇拝 行為を 実行し なかった 人は、 そのために 信仰を なくす ことはありません。 この 
ような 人の 定義は 「罪を 犯した 信者」 なのです。 アツ ラーは 罪を 犯した しもべた ちを、 
お望みに より 許され、 また お望みに より 罰せられます。 信仰告白の 言葉を 述べた 人が、 
犯した 罪の 罰を 受けた のちに 天国に 行く ことに 関しては 多くの ハ デイ ース （言行録） 
があります。 

一方で、 信を は、 注意 深く ファルドを 実行し、 ハ ラームを 避けなければ なりません。 
罪を 犯したり 何 かを しな かっ た 場合に は、 誠実 さを 持って アツ ラーに ドゥ アー 浙献 
し 許しを ホめ なければ いけません。 要するに 信者は、 アツ ラーが ハ ラームと 仰せら 
れ たものを ハ ラームと みなさず、 ハラー ル （許されて いる こと） だと 仰せられ たもの 
を ハラー ルと 認めず、 あるいは ファ ル ドで ある も のを 怠慢から 実践 していな ければ、 
罪を 犯した 信者と される のです。 だから その 人は 罪を 悔悟し、 その 怠慢 さを 改めねば 
ならない のです。 なぜなら 信者と しての 理想は、 信仰と 行為の な 方を 身に つけて いる 
信者と なること だからです。 


嗓 


信仰を 維持す る ことと、 イス ラームの 規定 や 禁止 
事項に 従う こととの 間には 何ら かの 関係が あるの 
でしよ ラ か 


@ 信仰の 維持とは 行為を 継続して 行う ことに 結びついた ものです。 イス 

ラームでは 考え や 思いの 段階で とどまって いる だけでは、 信仰と しては 
す 十分です。 精神 世界で 輝いて いる 信仰の 光が より 強く 周囲を 照らし、 
その 存在を 保って いく ことが 崇拝 やア ツ ラーへの 服従と いった 行為の 継続 巧に 結び 
付けられます。 

巧が 定められ たこと や 禁じられた ことに 従う ことは、 信仰を 強め 同時に 信者を 来世 
での 罰から 救い、 永遠の 幸福に 至らせる 要因と なります。 イス ラームを 信じる ことの 
最低 条件は、 アツ ラーから もたらされた 教えを よ、 から 受け入れる ことです う、 信仰の 
継続的 な 維持 は 崇拝 行為の 実践 にか か っ ています。 完全な 信仰を 持ちながら も 教え 
の 規定 や 禁止 事項を 実践し なければ、 教えから 追放され る ことは ない としても、 信仰 
の 一端に とどまって しまう ものと なります。 
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イス ラーム 教徒と 結婚す るた めに 入信を 考えて い 
ます。 しかし 実際には まだ イス ラームを 受け入れ 
ていません。 受け入れられなくて 悩んで います。 
私は ど ラ すれば いいので しよ ラ か 


® イスラー ムの 教えの 最も あネ 的な 原則の 一つは、 アツ ラーは 人の 行い 

を、 その ニー ヤ 馈 志） に 注目して 評価され ると いう 点に あります。 も 
う 一つの 原則は、 人の 信仰が 疑い や 不信、 そして いろいろな 見せかけを 
含まず、 よ、 からの ものである という 点に あります。 したがって イス ラームを 宗教と し 
て 受け入れ イス ラーム 教徒と なる 人は、 その 点に 誠実で なければ なりません。 世俗的 
な 利益の ために イス ラーム 教徒に なったり、 入信 後、 目的を 果たした からといって 入 
信 前の 状態に 戻る こと は 偽善です。 

イス ラームの 考え方では、 人は 「信者」 「不信よ、 者」 「偽 信者」 という S つの タイプ 
にみ かれます。 イス ラーム 教徒では なく、 そのこと を隐 していない 人は 「不信 ム 者」 

です。 しかし、 イス ラーム 教徒では ない のに、 イス ラーム 教徒たち とともにいて、 イ 
ス ラーム 教徒で あるかの ように 振る舞う 人は 「偽 信者」 です。 アツ ラーは 偽 信者に つ 
いて 次のように 仰せられて います。 W 

「また 人び との 中、 『わたしたちは アツ ラーを 信じ、 最後の （を审 J の） 日を 信じる』 

と言う 者が ある。 だが 彼らは 信者では ない。 彼らは アツ ラーと 信仰す る 者たち を、 欺 
こうと している。 （実際は） 自 みを 欺いて いるのに 過ぎない の だが、 彼らは （それに） 

気付かない」 （雌牛 章 第 8 -9 節)。 

生命の 危険が ある 場合を除き、 人が 自 みの 信仰に ついて 他者を だます ことは、 ど 
のよう な 道徳的 規範に おいても 許されない ものです。 信者は 全ての 行いに おいて 正し 
く 誠実で なければ なり ません。 イ ス ラーム 教徒との 結婚の ために イ ス ラームに 入信す 
る ことは、 人生の 重要な み岐 点です。 良い 人格を 備え 正しい行いを する ことが 尊厳 
ある 態度と なる のです。 
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Qi5 


イス ラームの 命令と 禁止 事項の 全ては、 ク ルアー 
ンに 示されて います か 


@ イ ス ラームの 命令と 禁止 事項の 全ては ク ルアー ンで 示されて いませ 
ん。 イス ラームの 規定の 最も 重要な あ 拠が、 スン ナ （慣行） でん この 
二つの 源に 記されて いない 事柄に ついては 学者たち による 見解の 一致に 
よって イス ラームに 適って いるか 否かが 申 J 断され ます。 その 際には、 ク ルアー ンゃス 
ンナ からの 類推、 過去の 学者たち の 見解な ども 参考に されます。 例えば ク ルアー ンで 
は ワインが ハ ラーム （禁止され ている こと） とされて います （食卓 章 第 90 節)。 しか 
し、 ウイスキー、 ビールと いった 飲み物う s ' ハ ラームと された のは 類推に よる 申 J 断に よ 
る ものです。 ワインが ハ ラームと された のは、 それが 人を 酔わせる 性質を 持って いる 
からです。 したがって 人を 酔わせる 飲み物は 全て ハ ラームです。 

イス ラーム 法の 働きの 基本は、 イス ラーム 法の 方法論の 独特の 構造に より、 最善の 
形で 体系化 されて います。 イス ラーム の 生活の 全て を カバーす る 法 体系 をより 良く 理 
解す るた めには、 イ ス ラーム 法学の 文献を 参考に する ことができ ます。 


嗓 


Qi6 

/ 


アツ ラーは イス ラームの 教えを なぜち たらされた 
のでし よ ラ か 


@ 崇高なる アッ ラーは、 創造 さ れた 人間た ちを けっ して 放置して おかれ 
る ことはありません。 最初に 人間を 創造した ときな 来、 アッ ラーは 人間 
に メッセージを 送って こられました。 その メッセージ により、 人間を 夕 
ウ ヒー ド、 すなわち アッ ラーの 唯一せ を 受け入れ るよう にと 呼びかけて こられた ので 
す。 アッ ラーに どのように 崇拝 行為を 行うべき か、 さらに 他の 人々 や 被 造 物に 対する 
考え方 やおる 舞いは どのよう にあれば いいの かを 教えられました。 しかし 人間は、 時 
の 経過と ともに タウ ヒー ドから 遠ざかり、 異なる 道を 歩み 始めた のでん 崇高なる アッ 
ラーは そのような とき 新たな 預言者を 遣わされ、 タウ ヒー ドの メ ッ セージを 再度 送ら 
れ たのです。 

この 観点から 考えるなら、 イス ラームは 7 世紀の 初めに 預言者 ムハンマド （彼の 上 
に 平安 あれ） を 通して 下された 教えでは なく、 全ての 預言者を 通して 送られた 全て 
の メッセージに 共通す る名栋 なのです。 具体的には イス ラームとは、 人類の 歴史を 通 
して 送られて きた 根本的な メッセージが、 7 世紀に 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平を 
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あが を 通し 普遍的な 形と して 新たに された 宗教と いえます。 

イス ラームな 前の 時代、 預言者 イーサ ーに 送られた 最後の メ ツ セージに 改ざんが 加 
えられた ため、 アツ ラーの タウ ヒー ドの 教えを 改めて 人々 に 伝え、 踏み はずされた 道 
から 人々 を 正しい 道へ と 導く 教えが‘ 必要と なりました。 事実、 預言者 ムハンマド （彼 
の 上に 平安 あれ） な 前の アラブ 社会では 偶像崇拝が 行われ、 複数の 神への 信仰が 蔓 
延 していた のです。 血の 報復に より 罪 もない 人々 う s ' 殺害され、 高い 利モ によって 貧し 
い 人々 力 s ' 巧 取され ていたの です。 社会の 中で 相互に 助け合う ような ことは 一切 行われ 
ず、 女の子が 生まれる と 恥と 見なされ 生き埋めに されて いました。 売春が 横行し、 女 
せとの 無制限な 結婚が 行われて いました。 弱者は その 権利を 行使で きず、 法を は 金 
持ち や 有力者には 適用され なかった のです。 


Qi7 
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イス ラームの 他の 宗教に 対する 態度は どのよ ラな 
ちの だつ たので しよ ラ か 


® イスラー ムは 強制的な 手段を 用いて、 他の 人々 に イス ラームの 教えを 
布教し ようとす る 意図は 持って いません。 なぜなら それは 神の 意志に 反 
する もの だからです。 事実 アツ ラーは 「もし 主の 御よ、 なら、 地上の すべ 
ての 者は すべて 信仰に 入った ことであろう。 あなたは 人び とを、 強いて 信者に しよう 
とする のか」 （ユー ヌス章 第 99 節） と 仰せられて います。 また ク ルアー ンの 雌牛 章で も、 
次のように 仰せられて います。 「宗教には 強制が あっては ならない。 まさに 正しい 道 
は 迷 誤から 巧ら かに （み 別） されて いる。 それで 邪神を 退けて アツ ラーを 信仰す る 者 
は、 けっして 壊れる ことのない、 堅固な 取っ手を 握った 者で ある。 アツ ラーは 全 聴に 
して 全知で あられる」 (雌牛 章 第 256 節)。 したがって ク ルアー ン は、 それ 自体を 「真実」 
と 見なし、 他の 教えの 信仰の 正し さを 否定して います。 しかし それらの 存在を 否定し 
ている わけでは けっしてありません。 他の 宗教 も 社会の 一員と 見なし、 そこに 属する 
人々 も 光を 得るべく 宗教を ホめ ている 人々 と 見なして います。 事実、 イス ラーム 諸国 
では、 さまざま な 宗教う s ' 多様な 集団を 形成し 今日まで?' 舌 動して います。 





Q が 

V 


イス ラームに 入信した ちに とって、 最ち 重要な 責 
任は 何でし よ ラ か 


® アラビア 語で イス ラーム 教徒 を 意味す る ムス リムとは 帰依す る 者と い 

う 意味です。 イス ラーム 教徒と なった 人は 全 存在を かけて、 イス ラーム 
で 説かれて いる 義務 や 規範に 従い、 禁じられ ている ことを 避けなければ 
なりません。 そのため にはまず イス ラームで は 何う s' 義務で 何が 禁止 されて いる ことな 
のかを 学ばねば なりません。 いくつかの 例を 示すなら、 イス ラーム 教徒は タ ハーラと 
呼ばれる 清めを 斤い、 1 日に 5 回礼 拝に 立たねば なりません。 さらに 断食 や 喜捨 や 巡 
礼と いった 崇拝 行為を 行う ことな ども 義務です。 一方で、 殺人 や兹 通、 窃盗 や 飲酒、 
呪術と いった ものが 禁じられて います。 嘘を つかない、 陰口を たたかない、 家族に 最 
大 限の 配慮を する、 両親 や 親戚に 良く 振る舞う、 信託 物を 尊重す る、 イスラー ム教 
徒の 兄弟の ホめ に 応じる、 人々 の 役に立つ、 仕事の 上で 誠実で 信頼され る 人と なる 
といった 道徳的 規範を 遵守す る こと も 重要な 責任に 含まれます。 
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Qi9 

J 


日本は 地震国です。 大きな 地震が 起きる のは アツ 
ラーの 警告で しよ ラ か 


® 地震は アツ ラーが この 世界に おいて 定められた 自然界の 法則の 一つで 

す。 この 意味で 地震は アツ ラーの お 力を 示す ものです。 自お界 で 起こる 
全ての 出来事は、 同時に 世界に がする、 そして 人々 の 行く 未に 対する 警 
告 でもあります。 人々 に 注意を 喚起す るた めに ク ルアー ン では 「あなたがた 見る目を 
持つ 者よ、 訓戒と する がいい」 （集合 章 第 2 節） と 警告され ています。 ク ルアー ンは 
過去の 人々 の 反抗的な 態度に ついて 言及し、 彼らが 自然災害 によって 罰を 受けた こと 
を 知らせて います。 しかし 自然災害の 全てを 必ずしも 神の 罰で あると とらえる ことは 
でき ません。 地震が 新たな 水源 や エネルギー 資源の 発見の きっかけと なること も ある 
のです。 

人の なすべき ことは、 アツ ラーの ご 満悦に ふさわしい 生き方を し、 他の 自が 災害と 
同様に 適切な 予防策を 講じ 被害を 最小限に と どめ るよう に 努力す る こと です。 
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人間は 弱い ものです。 アツ ラーは 人の 犯した 罪を 
許される のでし よ ラ か。 許されな いのは どんな 罪 
です か 


@ 崇高なる アツ ラーの 最も 重要な 特質の 一つは 「多く 許される お 方」 

(ガツ ファール） という 点に あります。 罪が 許される よう 悔悟し ない 人は 
横暴な 者と されて います ほに 屋章第 11 節)。 預言者 ムハンマド （彼の 上 
に 平安 あれ） は 次の よう に 語られて います。 「も しあな た 方が 罪を 犯さない 集団で あっ 
たと したら、 アツ ラーは あなた 方の 代わりに 罪を 犯し、 悔悟す る 集団を 創造され、 彼 
らの 罪を も 許された だろう」 （ムス リム、 悔悟が。 この 言葉は 人間は 本質的に 罪を 犯 
す ものである という 意味で あり、 一方で ア ツ ラーの 無限の 慈悲を 得る ために 努力し な 
ければ ならない こと、 罪深き が ゆえに 絶望して はいけ ない ことが 語られて います。 

崇高なる アツ ラー は 悔悟 された 全ての 罪を 許されます。 ク ルアー ン には r 彼 こそは、 
しもべた ちの 悔悟を 受け入れ、 さまざまな 罪を 許し、 あなたがたの 斤う ことを 知って 
おられる」 け目談 章第批 節） と 述べられて います。 ク ルアー ンを 読む と 崇高なる アツ 
ラーは 私たちの 罪を 許す ことを 望んで おられる ことが わかります。 

崇高なる アツ ラーは ク ルアー ンの 次の 章で、 シルク （アツ ラーに 何もの かを 配す る 
こと） な 外の 全ての 罪が 許される と 述べられて います。 「本当に アツ ラーは、 （何もの 
を も） 彼に 配す る ことを 敵され ない。 それな 外の ことに 就いては、 御ムに 適う 者を 赦 
される。 アツ ラーに （何もの かを） 配す る 者は、 まさに 大罪を 犯す 者で ある」 （婦人 
章 第が 節)。 ただし アツ ラーに 何もの かを 配す る 者であって も、 死め 前に アツ ラーに 
許しを 乞えば 許される 望みが あります。 

預言を ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 悔悟した ことが どのよう にして 許される 
のかに ついて 次のように 語って おられます。 「誰かに、 兄弟たち の 自我 もしくは 彼に 
属する ものに 関する 権利が 遺されて いるので あれば、 お金が 役に立たない 審キ IJ の 日 
が 来る 前に、 この 世界で 彼に 会って その 権利を 許して くれる よう 求めなさい。 もし そ 
れが 許されなければ、 審判の 日に、 権利を 侵害した をの 善行から、 その 侵害に 見合 っ 
ただけ の ものが 減らされ、 その 権利を 持つ 人に 与えられる。 もし 彼に 善行が 存在し な 
いので あれば、 権利が 侵害され た 人の 罪が 減らされ、 その 分が 権利を 侵害した 人に 
加えられる」 （ブ ハーリー、 メ ザーリ ム 1 も リ カークが)。 


嗓 


31 





否 

^ > 

@ 悔悟とは、 辞書では 「後悔す る こと、 引き下がる こと」 という 意味です。 

イス ラームでは、 しもべが 行った 悪事 や 罪を 悔やみ、 それらを 二度と 行 
わない とアツ ラーに 誓い、 命令に 従い 禁止 事項を 避ける ことを 通して 許 
しを 乞う ことです。 

罪の ために 悔悟を 行う ことは ファルド 儀獻 でん ク ルアー ン には、 悔悟 やそれ 
に 類す る 言葉が 撕回 用いられ ていまん 悔悟は、 預言者 アー ダムの 時代から 始まる、 
しもべで あると いう しるしです。 ク ルアー ンの ある 章句では、 悔悟は 謙虚に 行わねば 
ならない とされて います （禁止 章 第 8 節)。 謙虚な 悔悟とは、 ム から 真剣に、 そして 
二度と 同じ 罪を 犯さない 誓いを 前提に 行われる ものです。 預言者 ムハンマド （彼の 
上に 平安 あれ） も、 他の 事柄と 同様に、 「悔悟に ついても ウン マ （イス ラーム 共同体） 
の 模範と ならん 信者たち にも 悔悟す るよう 呼びかけて おられた」 ヴ ハーリー、 ダー 
ワート 4、 ムス リム、 悔悟し 7 の。 

イス ラームでは、 人が 犯した 罪が どれほど 大きい もの だとしても、 悔悟の 扉は 常に 
嗓 開かれて おり、 アツ ラーの 慈悲は あたちの 想像よりも はるかに 大きい もの でん 大き 

な 罪で あれ 小さな 罪で あれ、 全ての 罪は 悔悟と 職悔 によ っ て 許される とク ルアー ンや 
ハ デ イース （言行録） で 述べられて います。 実際、 ク ルアー ン では 次のように 命じら 
れ ています。 「自分の 魂に 背いて 過ちを 犯した わが しもべた ちに 言え、 『それでも アツ 
ラーの 慈悲に 対して 絶望して はならない』 アツ ラーは、 本当にす ベての 罪を 敵され る。 
彼は 寛容に して 慈悲 深 く あられる」 （集団 章 第 班 節)。 

したがって、 どのような 形で あれ 罪を 犯した 者は、 その 罪を 省みて アツ ラーに 悔悟 
しなければ なりません。 ある 章句では 「誠に アツ ラーは、 悔悟して 不断に （彼に） 帰 
るを をを でられ、 また 純潔の 者を をされ る」 （雌牛 章 第 222 節） と 述べられて います。 
さらに、 ネし 拝、 喜捨と いった 善行を 積む こと も、 罪の 許しと なります。 崇高なる アツ 
ラーは ク ルアー ン で、 「本当に 善行は、 悪 斤を 消滅させる」 （フード 章 第 114 節） と述 
ベら れ ています。 

アツ ラーは 罪を 犯した 者に、 お望みに よっては 罪に 応じた 罰を 与えらん 善 斤を 積 
め ば 許されます。 さらに 崇高なる アツ ラーは ク ルアー ンで 「悔悟して 信仰し、 善行に 
励む 者は 別で ある。 アツ ラーは これらの 者の、 いろいろな 非行を 変えて 善行に される。 
アッ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 悔悟して 善行に 勤し む 者は、 本気で アッ ラー 
に 悔いて いる 者で ある」 (識別 章 第 70 - 71 節） と 仰せられ ていまん この 章句に よれば、 


悔悟が 受け入れ 5 れる ためには 何が 必要です か 
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アツ ラーと 同等に 何もの かを 配す る ことから 兹淫に 至る までの 全ての 罪は、 同じ 罪を 
再び 犯さない こと を 前提 として、 よ、 から の 悔悟に よって 許される こと が 吉報と して 伝 
えられて います。 

結論と して、 次のように 言う ことができます。 人は 犯した 罪に 対 •して、 r 崇高なる アツ 
ラーに 許しを 願い、 その 御 方に 悔悟し ます」 と 言い、 悔悟を 斤わなければ なりません。 
罪を 悔やみ、 二度と その 罪を 犯さない ことを 誓わなければ ならない のです。 悔悟を 後 
回しに しては いけません。 なぜなら、 人は どれ だけ 生きられ るか、 死が いつ 訪れる か 
わからない からです。 罪を 犯した ときには すぐに 悔悟し その 罪を 消し 去る ために 善 
行を 積まなければ ならない のです。 崇高なる アツ ラーの 美しい 名前の 一つは r タツワ ー 
ブ」 であり、 それは 「罪を 多く 許される お 方」 という 意味です。 だから 私たちは 罪を 
犯したならば ただちに 許しを ホめ なければ ならない の です。 



死への 恐れを 克服す るた めに ど ラ すれば いいので 
しよ ラ か 


@ 人が 死を 恐れる こと には 多く の 理由が あ ります。 それは 死が 何を 意味 

する かわからない こと、 死が 苦しみで あると 考えて いる こと、 死後 自み 
う s 無と なって しまう と 考えて いる ことな どです。 

イス ラームは、 現世での 生は はかない ものです が、 死は みして 終りを 意味して いる 
のでは なく、 死後に 永遠の 生が ある ことを 教えて います。 信仰を 持つ 人は 永遠の 生を 
信じ、 信仰 を 持たな い 人は 死が 無 になる ことで あり 死に よって 命が 終わ ると 考えて い 
ます。 それゆえ 来世への 信仰を 持つ 人の 死にが する 態度は、 信仰し ない 人々 と 同じ 
ではありません。 

もし、 死への 恐怖が 「死 あ 罰を 受ける ことへの が 怖」 によるなら、 生前に 罪を 犯 
す ことなく 善行を 積んで 生きなければ なり ません。 死から 逃れる ことが 不可避で ある 
な 上、 死に 不安を 抱く のでは なく、 来世に おいて 現世での 斤い が 問われる という こと 
に 不安を 抱かなければ なりません。 ク ルアー ン では 次のように 述べられて います。 「あ 
なた がた 信仰す る 者よ、 アツ ラーを 畏れなさい。 巧 日の ために 何を した か、 それぞれ 
考えなさい。 そして アツ ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは、 あなたがたの 行う こ 
とに 通 焼な される」 （集合 章 第 18 節)。 

イス ラーム 教徒は 現世の 日々 の 営みに とらわれ 死 や 来世を 忘れ去る 人では ありませ 
ん。 死語の 世界、 すなわち 来世の ことを 信じて 生きる 人の ことです。 その 意味で、 死 
後の 世界は イ ス ラーム 教徒が 内に 抱いて いる 思いな のです。 
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イス ラーム 教徒は 来世で 直面す る 状況を 常に 念頭に 置いて います。 その 意味で 信 
者は 常に 死を 恐れ、 それを 思い起こす ことによって 不安を 感じて いる、 信仰を 持たな 
い 人々 と 同じでは ない のです。 なぜなら、 死 や 死後の 世界に ついて 思いを めぐらせな 
がら 現世の 生活を 送る ことによって、 いつでも 死に 巧す るよ、 構えが できて いるからで 
す。 要するに、 しっかり とした 信仰を 持ち、 それに もとづいた 宗教 的な 生き方を する 
ことによって、 生 ある 者は 死を いつか 訪れる ものである と 受け入れる 準備が できて い 
るので す。 

一方 イス ラームの スー フイ ー （神秘主義 者） たちは、 イス ラーム 教徒に とって 死は 
r をす る 人」 との 出会いと とらえて います。 なぜなら、 ク ルアー ンの 表現を 借りるなら、 
崇高なる アッ ラー は 信者た ちに とっ て 現世 と 来世に おける 親しき 友で あり、 援助 者で 
あり、 庇護 者で あられる からです。 イス ラーム 教徒は 崇高なる 創造主との こうした 結 
びつ きが 現世から 来世へ と 引き続いて いくよう、 可能な 限りの 努力を おおう とする の 
です。 

レ、 く つかの 伝承は アッ ラーと 来世を 信じる 人は、 死を 迎えた と き 慈悲の 天使たち を 
見る こと、 死の 瞬間の 苦しみを 味わう ことなく、 容易に 魂を 差し出す ことができ ると 
伝えて います。 ク ルアー ンの 章句に も、 「本当に、 『わたしたちの 主は、 アッ ラーで あ 
られ る』 と 言って、 その後 正しく しっかりと 立つ 者、 彼らには、 （次から 次に） 天使 
が 下り、 『恐れて はならない。 また 憂いて はならない。 あなたがたに 約束され ている 
楽園への 吉報を 受け取りなさい。 （と言うので ある）』」 （フッ スイ ラ 章 第 30 節） と述 
ベら れ ています。 また スー フイ ーたち は、 現世に おいて 自らの 魂を 罪に よって 汚さめ 
よう、 細よ、 の 注意を おいながら 清貧な 生?' 舌を 送る 人々 です。 したがって 天使たち は、 「あ 
なた がた に 平安 あれ。 あなたがたは 自分の 斤った （善行の） 結果、 楽園に 入れ」 と 
言う のです （蜜 峰 章 第 32 節)。 


スン ナ とは、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） が 預言者と して 
自ら 行われた、 あるいは 行うよう 勧められた 模範的な 態度です。 預言者 
が 示された、 礼拝 や 断食、 巡礼は どのように 行えば いいの かと いった 宗 
教 的な 規範の ことを スン ナ といい ます。 ただ し 預言者 ムハンマド (彼の 上に 平安 あが 
が 人間で あられる ことから、 服 も 飲食と いった 預言者 ムハンマド (彼の 上に 平安 あが 


預言ち ム八ン マド （彼の 上に 平安 あれ） の 行い （ス 
ンナ） に 従う こととは、 預言者の 全ての 態度 や 行 
動を まねる ことです か 
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が 生 きて おら れた 時代 や 地域に まつわる 事柄に ついては、 それが ス ンナ であ るか どう 
かにつ いては 議論が なされて います。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 預言者と しての 側面と、 人間と しての 
側面を 考慮に 入れるなら、 預言者の スン ナに 従う という ことは、 預言者が 行われた こ 
との 全てを 模做 するとい うこと を 意味して いません。 もし スン ナが このように 理解 
される ので あれば、 教 友の 全てが 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 全ての 
行いを まねる 必要が あった でしょう。 しかし この 点に ついては、 教 友たち はさま ざま 
な アプローチを していた ことが 知られて います。 したがって 最も 的確に 言えば、 預言 
者は 信者に とって 最良の 模範 だとい うこと です ほに 族 連合 章 第 21 節)。 アツ ラーの 使 
徒の まねを する のでは なく、 彼を 模範と する ことなの です。 その 際に も、 預言者 ムハ 
ン マド （彼の 上に 平安 あれ） の 模範的な 行動の 意図、 巧知、 そして その 意味が どこ 
にある かを 知り、 それに 従う ことが 必要です。 例えば、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 
平安 あれ） が 墓の 上に 寝て おられた からといって、 養の 上に 寝る ことは スン ナ では あ 
りません。 しかし、 預言者が 質素で 謙虚に 浪費から かけ 離れた 生?' 舌を された ことは、 
どの 時代、 どの 地域 においても イス ラーム 教徒 全て にと っ て 模範 とすべき スン ナ とな 
るので す。 食事の 前後に 手を 洗う こと、 食事の 前に r ビス ミ つ ラー (慈悲 深き アツ ラー 
の 御名に よって)」 という こと、 右手で 自分の 前に ある ものを 自分が 食べられる 分 だ 
け 取り 無駄に する ことなく 食べる こと、 そして 食べ 終わった 後は 「アル ハム ドゥ リツ 
ラー （アツ ラーに 感謝し ます)」 と 言って 食事を 終える ことは スン ナ です。 しかし 地 
面に 座って 手で 食べる こと、 1 日に 2 回 食事を とる こと、 一種 類の みの 料理を 食べる 
ことな どは ス ンナ ではない のです。 


Q24 


@ イスラー ムは どのような 個人、 集団に 巧しても、 彼らが 信仰して いる 
宗教 ゆえに 危害を 加える ことは 絶対に 認めて いません。 それぞれの 宗教 
に 属する 人は、 自 みの 教え を 信仰 し 実践す る 権利と 自 由を 持って います。 
イス ラームが 認めて いないのは、 侵略 や あ 害、 抑圧な ど 他者の 権利 や 法を 侵害す る 
ことです （雌牛 章 第 193 節)。 

歴史 ム ユダヤ教 徒たち が イス ラーム 国家に おいて、 あるいは 大多数が イス ラーム 
教徒で ある イス ラーム 社会に おいて、 何 世紀 もの 間、 平和と 信頼のう ちに 生きて きた 
ことう;' 何よりの 証です。 今日 も 多くの イス ラーム 国家で、 ユダヤ教 徒たち は 安全に 暮 
らして います。 一般に 流布され ている イス ラーム 教徒と ユ ダヤ 教徒が 不仲で あ ると い 


なぜ イス ラーム 教徒は ユダヤ教 徒と 不仲な のです か 
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う 言説は 間違って います。 

さらに イス ラームは、 他の 宗教に 属する 人々 と 比較して、 ユダヤ教 徒 や キリスト教 
徒を より 自分たち に 近い 人々 と 見なし 彼らに 特別の 地位を 与えて います。 なぜなら 
根本的に、 この S つの 宗教は 同一の 神に よる 教え だからです。 例えば イス ラームは、 
イス ラーム 教徒の 男性 に ユダヤ教 徒やキ リスト 教徒の 女性と 結婚す る 許可を 与えて 
います。 ユ ダヤ 教徒 やキ リスト 教徒の 女せ は 自ら の 信仰を 化 棄 する ことなく、 イスラー 
ム 教徒の 男性と 家庭を 築く こ とがで きます （食卓 章 第 5 節)。 

このところ ユダヤ教 徒と イス ラーム 教徒との 間は、 な 前に 比べる と 問題が あ るよう 
に 映って います。 それは ユダヤ教 徒う s ’ 建設した イスラエル という 国が 中東に 存続して 
いる ことにあります。 本来 イス ラーム 教徒は、 ユダヤ教 徒が ただ ユダヤ教 徒で あると 
いう だけで 彼らの 敵になる こと はあり ません。 なぜなら それは 決して イ ス ラームの 教 
えに そぐ わない もの だからです。 


なぜ イラクでは イス ラームの スン ニ 派と シーアが 
が 対立 している ので しよ ラ か 


噢 イス ラームの 歴史の さまざまな 時代に おいて、 宗教 的、 社会的、 ある 

( j いは 政治的な 理由から いくつかの イス ラームの 分派が 生じ、 その後 それ 
^ y ぞれが 独自の 教義を 形成した ため、 それらは 宗派と 見なされる ようにな 
りました。 シーア 派 も その カテゴリーに 入れる ことができます。 

スン ニ 派は イス ラームの 一つの 宗派です が、 その 中に 多くの 法的、 神学 的な 学派を 
含んで います。 例えば、 神学 的には アシュアリー 派と マー トゥ リーデ ィー 派、 法学 派 
としては ハナ フィ ー学 派、 シャーフ ィイ ー学 派、 マー リキ ー学 派、 ハン バリー 学派が 
その 中に 含まれます。 ただし 近代に おいては、 シーア 派では ない 人々 の 総栋、 すな わ 
ち シーア 派の 対義語と して 使われる ようになって います。 

シーア 派は、 ア リーと その子 孫の みが イ マー ムと して その 共同体を 率いる ことが で 
きる という 考えの もと に 生まれた 政治的な 分派で あり、 信条 や 法学の 観点 か ら 独自の 
原則 や 規範を 形成して いった グループです。 その後、 シーア 派からは さらなる 分派 も 
現れ ま したう、 その 多く は 現在まで その 存在を 維持で きず、 ザイ ド 派と イラ ンの公 ま 
な 宗派で あ る 十ニ イマーム 派う s ' 今日 ま で 存続して レ 、ます。 

イラクは スン ナ 派と シーア 派が 混在して いる 国 でん 今日 イラクで 起きて いる 衝突 
は、 宗教 的な ものでは なく、 外部の 諸 勢力が 自らの 利益を 求めて 仕掛けて いるもので 
す。 イラクで 両者の 歴史的な 不和が 政治的に 利用され る ことによって、 紛争の 舞を が 
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用意され、 そこに 加えて テロな どの 実行者が 誰で あ るか わからない ことによ っ て 憎悪 
や 敵意に よる 騒乱の 引き金が 引かれて きたので す。 事実、 スン ニ 派 及び シーア 派の 
学者たち は あらゆる 機会を 通じて、 こうした 動きう s ' 平和と 安全を 失わせる ことを 意図 
した 挑発的な 行為で あると 指摘して います。 スン ニ 派で あれ シーア 派で あれ、 全て 
の イス ラーム 教徒は 兄弟で あると いう 認識を 持って行 動すべき であり、 考え方の 違い 
について はお 互いに 竟容 でなければ なり ません。 克服す る ことので きない 歴史的な 不 
和では ない ので、 相互 巧 解の もと イス ラーム 教徒と しての 結束を 固める よう 努力して 
いかねば なり ません。 
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® 清潔 さは イス ラームの 教えの 最も 基本的で、 かつ 最も 重要な 条件の 一 

つです。 イス ラームが 清潔 さに 置いて いる 重要 巧を 最も 端的に 示す もの 
のが、 崇拝 行為が 清潔 さを 条件と している ことです。 イス ラームでは 清 
潔 さは 一つの 崇拝 行為と してな される ものです。 なぜなら、 ウド ゥー （小 浄） であれ 
グ スル （大 浄） であれ、 それらは 宗教 上の 命令 だからです。 ク ルアー ン には、 「誠に 
アッ ラーは、 悔悟して 不断に （彼に） 帰る 者を 愛でらん また 純潔の 者を をされ る」 （雌 
牛 章 第の 2 節） と 述べられて います。 例えば、 歯を 清潔に 保つ こと を 指摘す る ハディ ー 
ス （言行録） には、 「ウン マ （イス ラーム 共同体） に とって 困難で なければ、 彼らに 
礼拝に 立つ 前に ミス ワーク （歯の 洗浄の ための 木の 枝） を 命じて いた ことだろう」 （ム 
スリム、 タ ハー ラート 25 の と 述べられて います。 また 別の ハ デ イースでは 次の よう 
に 述べられて います。 「次の 五つの ことは、 人間の 本質が ホめ ている ものである。 割 
礼を 受ける こと、 鼠 膜 部の 毛を そる こと、 ルを 切る こと、 脇の 下の 毛を 剌る こと、 證 
を 短く 整える こと」 （ブ ハーリー、 リバースの)。 

この 機会に、 イス ラーム 教徒の 入浴に 関しての 注意すべき 作法に ついても 触れて 
おきます。 性的 交渉の 後に グ スルを 斤う ことは 義務です。 入浴の 際に もグ スルを 斤う 
ことが 獎 励され ています。 そのと きには 排泄器官 やへ そな どを 洗った 後で ウ ドゥーを 
行い、 それから グ スルを 行わなければ なりません。 


イス ラーム 教徒の 清潔 さに まつわる 責任とは 何 
でしよ ラ か 
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◎ —— 清潔 さに ついて/崇拝 衍為 について 



〇 1 曰に 曰 回の 礼拝を 行う ことは 今の 生活では 困難 
です。 ど ラ すれば いいので しよ ラ か 


@ 人間は 精神と 肉体から 成り立って いる 生命 体 でん それゆえ 健康は 精 

神と 肉体の 両方が 健全で なければ なりません。 私たちの 肉体は いくつか 
の 生物学 的 法則に 基づいて 動いて います。 体内の 組織で 生じた 異常は 病 
気と いう 形で 現れます。 そのと きには 病気の 治療の ために 医学を 専門と する 医師 に 相 
談 します。 

一方で 人間は 精神を 持った 存在で もあります。 精神状態が 落ち着いて いれば、 肉 
体に プラスに 作用し 落ち着い ていない 場合は 肉体に マイナスに 作用し ます。 もし 人 
が 健康で ある こと を 望むなら、 肉体と 精神な 方の 健康状態が 良好で あらねば な り ませ 
ん。 肉体が 健康の ために 飲食を ホめ るよう に、 精神 も 満たされねば なりません。 クル 
アーン では 精神が ホめ る ものは ズイ クル （唱 念） であると 告げられて います。 「これ 
らの 信仰した 者たち は、 アツ ラーを 唱 念し、 よ、 の 安らぎを 得る。 アツ ラーを 唱念 する 
ことにより、 よ、 の 安らぎう s ' 得られない はずがない ので ある」 （雷電 章第泌 節)。 

この 意味で、 アツ ラーへの 唱 念とは、 アツ ラーの 命令に 従い、 禁止され ている こと 
を 避け、 常に アツ ラーを 唱え 念じて いる ことを 意味して います。 信仰とは 人が イスラー 
ム 教徒と なり、 自らの 魂の 安らぎを 見出す ことを 意味し ます。 とはいえ 信仰は 崇拝 行 
為に よって 強化され なければ なりません。 崇拝 行為は その 形 も 意義 も 重要です。 その 
どちら かが 不足しても、 崇拝 行為から 期待され る 道徳的、 精神的な 効果は 得られ ま 
せん。 

崇高なる アツ ラーは、 しもべに 無限の 恵みを 与えられました。 その 恵みへの 感謝を 
表明す る 機会と して 崇拝 行為が 義務と さ れ たのです。 崇拝 行為は しもべに と っ てた 
いへん 有益な ものです。 崇拝 行為は しもべう S 精神的に 成熟し 落ち着いて 穏やかな 境 
地へ と 至る 巧け となります。 その 意味で、 崇拝 行為は 人間に とって 決して 重荷では な 
いのです。 崇拝 行為に 費やされる 時間は、 人が 精神的に 満たされ、 新たな 力を 得る 
時間な のです。 

h たがって イス ラーム 教徒は、 原則 として アツ ラーの 命令で ある 崇拝 行為 を 自らの 
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世俗的な 用件より も 優先 させねば なり ません。 はかない 現世での 生の 営みを、 来世で 
の 永遠の 幸福を 獲得す る 機会と して 使わなければ ならない のです。 

ま た 崇拝 行為の 時間 や 形式が ア ツ ラーに よって 定められ たという ことを 私たちは 十 
をに 認識 しなければ いけ ません。 ク ルアー ン では 次の ように 語られて います。 

「彼う s ' 創造され たものを、 知らないであろう か。 彼は、 深奥を 理解し 通 焼な される」 (大 
権 章 第 14 節)。 当然 アツ ラーは しもべの 能力を よくご 存じで、 できない ような 責務を 
負わせられる ことはありません。 「アツ ラーは 誰に も、 その 能力な 上の ものを 負わせ 
られ ない」 (雌牛 章第泌 6 節)。 人間の 本質が 変わ ら ない 限り （絶対に 変わら ないで しょ 
ろが)、 崇拝 行為の 時間 や 形式が 変わる ことはないでしょう。 現代人の 日々 の 多忙 さ 
は 崇拝 行為の 数を 減らす 正当な 理由とは なりません。 逆に 仕事中よ、 の あわただしい 
生活の 中で、 適宜に 行う 崇拝 行為は 人に アッ ラーを 思い起こさみ アッ ラーの 教えに 
従って 正しく 生きる ことを 助長して くれる のです。 


嗓 


〇 イス ラーム 教徒は 礼拝のと きに、 なぜ マッカの 力 
] アノ な 申 殿の 方角 に 向く のです か 


® 崇拝 行為は、 アツ ラーが 命じられ 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あ 
れ） が 実践され た 形で 行われます。 カ アバ 神殿に 向かって 礼拝を 行う こ 
とは アツ ラーが 命じられた ことです。 ク ルアー ン では 次の よう に 命じら 
れ ています。 「われは あなたが （導きを ホめ)、 天に 顔を 巡らす のを 見る。 そこで われ 
は、 あなたの 納得す るキ ブラに、 あなたを 向かわせる。 あなたの 顔を 聖 なる マ スジ ド 
の 方向に 向けなさい。 あなたがたは 何処に いても、 あなたがたの 顔を キ ブラに 向けな 
さい。 本当に 啓 典の 民は、 それが 主からの 真理で ある ことを 知っている。 アツ ラーは、 
彼らの 行う こと に 無頓着な 方では ない」 （雌牛 章 第 144 節)。 

世界の どこに いても イ ス ラーム 教徒は、 礼拝を 行う ときには マツ カの カ アバ 神殿に 
向かって 立ちます。 全ての イス ラーム 教徒が 同じ キ ブラ けし 拝の 方角） に 向かって 立 
つ ことによ って 一体感を 獲得 し 力 を 培います。 一つの 方向に 向かって 立つ ことは タウ 
ヒー ド （神の 唯一 性） を 示して います。 
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◎ —— 崇拝 行為に ついて 


な 


@ カ アバ 神殿の 周回 も アッ ラーの 命令に よる もの でん カ アバ 神殿は 人 

類 最初の 礼拝 所です。 それゆえ イス ラーム 教徒は、 その 場所に 特別の 重 
要 巧と 価値を 置いて いるので す。 神殿を 周回す る ことは、 イスラー ム教 
徒が その 生き方の 中ムに アッ ラーの ご 満悦を 置き、 神の 命令に 従い 道を 逸れる ことな 
く 生きて いくことの 象徴で もあります。 また 周回は 小さな 存在から 大きな 存在まで 全 
ての 被 造 物が ア ッ ラーを 念じて いる こと、 人 も そこに 加わって いる ことの 象徴です。 
原子核の 周囲を まわる 電子、 1 かも 化む ことなく 肉体の 全ての 細胞を めぐる 血液、 何 
百万 年 も 地球の 周囲を まわって きた 月、 太陽の 周囲を まわり 続ける 地球の ように、 イ 
ス ラーム 教徒 もまた カ アバ 神殿の 周囲を まわる の です。 


® イスラー ム 教徒は 断食を アツ ラーが 命じられ た 崇拝 行為 である ゆえに 

行います。 同時に 断食は 精神的、 肉体的、 社会的に 多くの 巧知を 含んで 
います。 

アツ ラーは、 全ての 疾患に 治療法、 全ての 病気に 薬を 与えられた ように、 悪事に 対 
しても それから 遠ざかる 方策を 与えられて います。 断食は 人を 悪事から ずる 盾です。 
断食に よる 空腹と 渴 きは、 いつでも 私たちは アツ ラーの 御前に いると いう 意識を 強め 
ます。 それに よって 人は 現世での 悪から 遠ざかる ことができ、 地獄の 罰から も 救われ 
ます。 

断食は 単純に 「食べない」 という 斤 為ではありません。 断食は 徳を 高めます。 預 
言 者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 次のように 語られて います。 「誰で あれ、 嘘 
をつ いたり、 嘘で 仕事を 進めたり する ことを やめなければ、 アツ ラーは その 人が 飲食 
を 断った ことに 価値を 与えられない」 （ブ ハーリー、 サウ ム の。 

断食は 感謝す るよ、 を 育みます。 断食 月では ない ときには、 人は 真の 空腹を 味わう こ 
とがない ため、 アツ ラーからの 恵みの ありがた さを 正しく 理解す る ことができません。 
しかし 断食 月には、 每 日、 日没で その 日の 断食を 終える まで、 昼間、 長時間 空腹と 渴 
きの 中に いた 人は、 一杯の 水、 一切れの パンの ありがた さを 感じる ことができます。 
社会には 貧しい 人 も、 中流の 人 も、 豊かな 人 もい ます。 崇高なる アッ ラーは 人間 社 


み 


イス ラーム 教徒は なぜ 断食を 行う のです か。 断食 
の 英知とは 何です か 


なぜ カアノ 巧 # 殿を 周回す るので すか 
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会に こうした 差異が あるが ゆえに、 豊かな 人は 貧しい 人々 の 欠乏を 満たし、 彼らを 援 
助す るよう 命じて おられます。 豊かな 人が 貧しい 人を 援助す る ことは、 豊かな 人が 断 
食に よって 空腹を 実感す る ことによって 初めて 可能と なります。 

長時間 稼働して いる 機械が 定期的に 点検を 受ける 必要が あるよう に、 前の 年の 断 
食な 来 1 1 か 月間 働 きづめ で 疲れて いる 体の 組織 （消化 器官） も、 年に 1 回、 この 1 
か 月く らい 化 ませ 点検す る 必要が あります。 こうした ことが 断食に よって 最善の 形で 
実現され る ことなの です。 


厂 イス ラームの 犠牲 祭で 何百 万 頭ち の 動物が 屠られ 
‘ 乂 る ことを 崇拝 行為と 見なす ことは 正しい のでし よ 

ラ か 


® アッ ラーは 他の 恵みと 同様に 動物たち も 人間の ため に 創造 され 人間へ 

奉仕す る ものと して 与え られま した。 しかし イ ス ラームでは どのような 
形で あれ、 動物を 苦しめ 彼らに 害を 与える ことを 禁じて います。 預言者 
ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 多くの ハ デ イース （言行録） には、 動物たち への 
慈悲に ついて さまざま なエ ピソ ー ドが 残されて います。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 ネコを 飢え死にす るまで 家に 閉じ込め 
ていた 女性に ついて、 その 斤い ゆえに 彼女は 地獄に 行く と 話されました （ブ ハーリー、 
アン ビヤ ー 54)。 別の ハ デ イースでは、 のどの 渴 きに 苦しむ イヌに 靴を 使って 井戸 か 
ら 水を 汲んで 飲ませた 人は、 罪を 許される と 説かれました （ブ ハーリー、 シルブが。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 顔に 焼 印を 押された ロバを 見て、 そ 
の 悲しみを 次のように 表現され ました。 「この 動物の 顔に 焼 印を 押した 者に アッ ラー 
の 呪いが あります ように」 （ムス リム、 リバース 107)。 また あるとき 数人の 教 友たち 
が 鳥の 巣を 見つけ、 巣の 中の ヒナを 取り出して かわいがり はじめました。 すると その 
とき に 母鳥が 来て、 ヒナが 教 友たち の 手に ある ことを 知って バタ バタと 羽音を たてて 
騒ぎ 始めました。 アッ ラーの 使徒は その 様子を 知り 不快に 思わん すぐに ヒナを 巣に 
戻す ように 命じられ たのです （アブー •ダー ウー ド、 ジハード 11 の。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 動物への 虐待を 防ぐ ため、 いくつかの 
禁止 事項を 設けられて います。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 動物た 
ちを 飢えと 渴 きのうち に 放置す る こと、 殴打す る こと、 無用に 競わせる こと、 子ども 
を 親から 取り上げる こと、 動物たち の 能力を 超えた 重荷を 負わせる ことな どを 禁じら 
れ ていました。 動物を 虐待して いる 者が いれば 警告を 与えられ ま した。 
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◎ —— 崇拝 行為に ついて 


預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 動物に がして 物理的な 暴力 だけでは 
なく、 悪い 言葉を 胁 ず' かける こと も 許されませんでした。 自分が 乗って いる 動物に 呪 
いの 言葉を かけて いた 女‘ 畦に、 その 動物から 下 りる よ う 命じられ ています （ムス リム、 
ビツル 8 が。 

動物に 巧し をく 振る舞う こと が 善行 となる かどう かと 尋ねられた とき に 預言者 ムハ 
ン マド （彼の 上に 平安 あれ） は、 「全ての 命 ある ものに がし 行われた をい 振る舞いは 
善行と なる」 と 答えられ ています （ムス リム、 サラーム 42)。 

また 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平を あれ） は あるときに、 「アツ ラーは、 慈悲 深 
い 人に 慈悲を 持って 振る舞われる。 だから あなた 方は 地上の 被 造 物に 対し 慈悲 深く 
ありな さ レ、。 アツ ラー も あなた 方に 慈悲を 持って 接して 下さる ように」 （アブー •ダー 
ウー ド、 アー ダー ブ战） と言われて います。 

祭事のと き 動物を 屠る という 行為は、 ひたすら アツ ラーを 栋 え、 アツ ラーに 近づく 
ためにな されます。 この 崇拝 行為が 行われる 意図は、 アツ ラーの ご 満悦を 得る ことに 
あります。 そして、 屠られた 動物の 肉は、 アツ ラーの しもべに 対 •する 慈悲 ゆえに 人間 
が 消費す る ことができる のです。 

動物を 屠る ときには、 大前提と して 動物を 苦しめて はいけ ません。 暴力を 用いる こ 
となく 屠畜 場まで 連れて来る こと、 そしてよ く 研いだ ナイフで、 可能であれば 動物の 
目を 覆って 屠畜 しなさい と言われて います。 屠った 動物の 肉は 原則として 吉 つに みけ 
られ ます。 その 一部分は 家族の ために、 一部分は それを 必要と している 貧しい 人々 に、 
残りの 一部分は イス ラーム 教徒で あるかな いかを 問わず 隣人に 配られます。 


〇. イス ラームの 説く ジ八ー ドとは どんな 意味です か。 

暴力を 奨励す るち のでは ない ので しよ ラ か 


@ 辞書 的な 意味で ジハードは、 奮闘 努力を する こと、 良い 結果を 得る た 

めに できる 限りの ことを すると いった 意味になります。 宗教 的には クル 
アーン や ハ デ イース （言行録） の 教えを 学ぶ こと、 学んだ 知識を 教えた 
える こと、 そこに 記されて いる 命令に 従う こと、 禁止され ている こと や 罪に 対し 戦う 
こと、 すなわち イス ラームを 知り、 実践し 徳を 高める ために 努力す る ことを 意味し 
ています。 また イス ラーム 教徒に 戰 いを 挑む 者に 立ち上がって 戦う こと も 意味して い 
ます。 ク ルアー ンの 「アツ ラーの 惟の） ために、 限りを 尽くして 奮闘 努力し なさ レ、」 
(巡礼 章 第 78 節） という 言葉は、 それらの 全ての 意味を 包括す る ものな のです。 
このように ジハードは 多義 的 な 概念です。 したう s ' って イス ラーム 学者たち は ジ ハー 
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ドに ついて さまざまな 定義を 下して います。 それによ ると ジハードとは、 「真実の 教 
えへ と 導く ための?' 舌 動」 「シャイ ターン （悪勵 と 我欲に 対してな される 戰 い」 「敵の 
攻撃に がする 防衛の 戦いに おいて 全力を 尽くす こと」 「ア ツ ラーに しもべと して 仕え 
る こと、 そして アツ ラーと その 使徒が 示された 規範を 人々 にたえ る こと、 それを さま 
ざまな 脅威 や 攻撃から 守る こと」 などです。 

このように イス ラームの ジ ハー ドには、 神の 道に おいて 奮闘を 力す る ことから 社会 
的な 任務 や 責任を 果たす こ とまで さまざま な 側面が あ ります。 ジ ハー ドの 最後の 形が 
戰 いなので あれば、 それは ただ 防衛の ためやむ を 得ない 場合に 限られて いるので す。 

イス ラームは 侵略を 目的と する 戰 いを 認めて いません。 戰 いは イス ラーム 教徒の 安 
全を ずり 基本的 権利 や 自由を ずるた めだけ に 行われる のです （雌牛 章 第 205 節、 婦 
人 章 第 94 節、 物語 章第紛 節、 詩人たち 章 第 か-の 節)。 事実、 ク ルアー ンで戰 い 
について 言及され ている 箇所の よ、 戦いの 端緒う 端 手 側に ある ことが よく わかりまん 
限定的な 場合を除き、 みして イス ラームが 戦いを 獎 励して いるもの ではない のです。 
預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） も 「人々 よ、 敵と 対決し 戦う ことを 願って は 
いけない。 アツ ラーに、 あなた 方を 戦いから ずるよう 求めなさい。 敵と 対面した とき 
には 忍耐しなさい」 （ブ ハーリー、 ジハード 1 じ、 15 が と 命じられて います。 

ジハードは その 状況、 時期、 条件な どに よりな 下の ように 分類 さています。 

言葉で 巧 われる ジハード 

「だから 不信者に したがっては ならない。 彼らに がし この （ク ルアー ン） を もって 
大いに 奮闘を 力しなさい」 （識別 章 第 52 節） という ク ルアー ンの 章句で、 この種の ジ 
ハードが 命じられて います。 ク ルアー ンと そこに 述べられ ている 規範を 学び、 教え、 
イ ス ラームを 人々 に 説く ことな どか 言葉に よって 斤 われる ジ ハー ドの 範禱に 含まれ 
ます。 それは 教育に よる ジハード ともい えます。 

人が 自らの ムの 中の 堕落、 怠惰、 腐敗な どと 戦う ジハード 

信仰し、 誠実に 振る舞い、 自ら 罪 ある 言葉 や 行為、 態度から 遠ざかる ようを 力す 
る ことは、 ジハードの 最も 重要な あり方です。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ) 
は、 「真の 魄± とは、 自己 中‘！:、 的な 欲望と 戰う 者で ある」 （ティル ミズ ィ ー、 ジハード 
の と 述べられて います。 それは、 諸悪と 闘う 克己の ジハードと 呼ぶ ことができます。 
財産 や 生命に よっ て 行われる ジハード 

これは イス ラーム 教徒を 攻撃す るを に 対し 生命 やが 産を 差し出して 魄う ジハード 
です。 ク ルアー ン では、 「そして あなたがたの 財産と 生命を 捧げて、 アツ ラーの 道の 
ために 奮闘 努力しなさい」 （悔悟 章 第 か 節） と 命じられて います。 

このように イス ラームは 「ジハード」 を 戦争と いう 狭い 意味に 限定せ ず、 広く とら 
えてい ます。 神の 真実を 人々 に 説き、 そのために 汗を 流し、 ときには 独裁者に 対し 不 
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正を 訴える こと もまた ジハードと 見なされます。 さらに、 学問の 発展に 寄与したり、 
善行を 獎励 する こと も ジ ハー ドの 範禱に 含ま れ ます。 


か 


イス ラーム 教徒に なっても、 全ての 規範 や 禁止 事 
項を 守り、 実践して いくことは 難しい のでは ない 
かとむ 配して います 


@ イスラー ム がボ める 責任 は その 人の 力に 応じた ものと 考えます 。アッ 

ラーは 誰に も、 その 能力を 超えた 責任を 負わせられる ことはありません。 
なぜなら ク ルアー ン では 次のように 命じられて いるから です。 「アッ ラー 
は 何人に も、 その 能力な 上の ものを 負わせられない。 人々 は、 その 行った ことで 己を 
益し その 斤った ことで 己を 損なう」 （雌牛 章第泌 6 節)。 例えば イス ラームでは 経済 
的に 余裕の ある 人は 喜捨を 行い 巡礼に 行きます。 しかし 貧しい イス ラーム 教徒には そ 
のよう な 責任はありません。 ただ 全ての イス ラーム 教徒が 実践すべき、 すなわち しも 
ベで ある ことによ る 義務と しての 斤 為は 存在し、 その 実践に ついては 責任を 負って い 
ます。 

信仰す る 者は、 全て アッ ラーの ご 命令と 禁止 事項を 受け入れ、 力を 挙げて それら 
を 実践す る ためにを 力を 傾けねば なり ません。 信仰 ムが あり ながら 崇拝 行為を 怠った 
からといって、 その 宗教を 離脱す る 必要はありません。 しかし その 人は 罪を 犯した 人 
となります。 したう s ' っ て、 実行す る ことができなかった、 あるいは 忘れて いたた め 行 
えなかった 崇拝 行為が あれば、 その 分を 補わねば なり ません。 


噢 
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區 


@ イ ス ラーム 教徒の 女性が、 顔 やち 化な 外の 全身を 覆う ことは アッ ラー 
の 命令です。 ク ルアー ン では 次のように 命じられて います。 「信者の 女 
たちに 言って やる うみ、 い。 かの 女ら のネ見 線を 低く し、 貞淑を ずれ。 外に 
表われる ものの 外は、 かの 女ら の 美 け 飾り） を 目立たせて はならない。 それから ヴェ 
イ ルを その 胸の 上に 垂れなさい」 （御 光章 第 31 節)。 また 別の 章句では 次のように 命 
じられ ています。 「預言者よ、 あなたの 妻、 娘たち また 信者の 女たち にも、 かの 女ら 
に 長 衣を 纏うよう 告げな さ レ、」 ほに 族 連合 章 第 59 節)。 このように 覆う ことは アッ ラー 
の 命令で あり、 アッ ラーに 対し 果たすべき 責務な のです。 正当な 理由がない 限り 成人 
女性は この 命令に 従わなければ なりません。 これは 一方で、 彼女たち をず るた めの 予 
防 策で もあります。 しかし、 何ら かの 理由で 頭部を 覆う ことができない 女性は、 アッ 
ラーに 許しを 乞えば 覆わなくても よいと されて いまん また、 誰で あれ 女性が 頭を 覆っ 
ていない、 もしくは さまざまな 理由で 覆う ことができない からといって、 宗教 上の 兄 
弟を 仲間外れ にしたり 蔑ネ 見したり、 イス ラーム 教徒では ない と 見なす ことは 正しい 行 
いではありません。 

頭部の 覆い 方には それぞれの イス ラーム 教徒たち の 置かれて いる 民族的、 地理 的、 
文化的 状況の 違いが 反映され ています。 ご存 じの 通 り イス ラームは 世界 各地に 広ま っ 
ています。 地域に よって 人々 の 好み やた 統は それぞれ 異なって います。 イス ラーム 学 
者は、 覆いは 体の 線を あらわに する ことなく、 肌が 透けない 布で ある ことと 説いて い 
ます。 


イス ラーム 教徒の 女性は なぜ 頭部を 覆わなければ 
ならない のです か。 イス ラーム 諸国に よって スカー 
フの形 や 色が 異なって いるのは なぜです か 


46 


◎ —— ハラー ルと ハ ラームに ついて 


な 


® 割礼は 男性の 巧 器の 包皮の 先端を 切る こと を 意味して います。 預言者 

ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 割礼を 行う ことを 奨励され ています 
(ブ ハーリー、 リバースの、 ムス リム、 タ ハーラ 4 が。 割礼は 預言者たち 
の 父 イブ ラー ヒー ムの 時代から 行われて きた 宗教 的 斤 為です。 ユダヤ教 徒たち も 現 
在に 至る まで 割礼を 行って います。 キリス ト教 では 割礼は 肉体的な ものでは なく 精神 
的な もの （よ、 の 割礼） と 定義され、 行われ なくなって います。 

割礼には 健康 面で も 多くの 効用が あると されて います。 それゆえ イス ラーム 教徒と 
なった 人に とって、 割礼は 義務では ない ものの、 健康 上の 問題がない 限り 年齡を 問わ 
ず 行う ことが 勧められて います。 


〇, イス ラーム 教徒は、 イス ラーム 教徒では ない 人が 

. 乂 J 屠った 肉を 食べる ことは 許されて います か。 多くの 

食品には 豚 脂が 含まれて いる 可能性が あり、 食べら 噢 

れ るか どうか 疑わしい という 人が います。 疑わしい 
食品を 避ける とすると、 食べられる ちのは 非常に か 
な < なって しまいます。 ど ラしたら いいので しよ ラ か 


@ ク ルアー ンとハ デイ ースで 述べられ ている 動物の 肉に 関する 制限は、 
意図的に アッ ラーからの 恵みから 遠ざけたり、 その 食べ物 を 神聖 ネ見 する 
ことを 目的と している のではありません。 ハラー ル （許されて いる こと）、 
ハ ラーム （禁止され ている こと） と 区 かけする 基本的な 意図は、 イス ラーム 教徒を 人 
間と しての 誉れと 尊厳に ふさわしい 振る舞いに 向かわせ、 有益な ことを 守らせる ため 
です。 

ユダヤ教 徒 や キリスト教徒の ように、 ァッ ラーを 信じ 預言者に 従う 真の 教えに 属し 
つつ も、 時間の 経過と ともに 正しい 道から 遠ざかり、 最後の 真実の 預言者で あられる 
ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） を 信仰し ない 人々 は 啓 典の 民と 名付けられて います。 
イス ラームと 近い 宗教で ある ことから、 イス ラーム 教徒の 男性は ユダヤ教 徒 や キリス 
卜 教徒の 女性と 結婚す る ことができ、 彼らの 屠った 動物の 肉を 食べる ことを ハラー ル 
(許されて いる こと） としました。 ク ルアー ン では、 「今日 （清き） 良き ものが あなた 


イス ラーム 教徒に なると 割礼を しなければ なり ま 
せんか 
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がた に 許される。 啓 典を 授けられた 民の 食べ物は、 あなたがたに 合法で あり、 あなた 
がた の 食べ物は 彼らに も 合法で ある」 （食卓 章 第 5 節） と 述べられて います。 ク ルアー 
ン における 「啓 典を 授けられた 者」 とは、 ユダヤ教 徒と キリスト教徒を 指して いる こ 
とは 明らかです。 

イス ラーム 教徒は 仏教、 神道、 道教、 ヒンズ ー教、 ゾロアスター 教 など 啓 典の 民 
ではない 人に よって 屠られた 動物の 肉、 または それらの 肉が 含まれた 食品を 食べる こ 
とはで きません。 豚肉 や 豚 脂う s ' 含まれて いるもの も 食べる ことは できません。 海の 生 
物は 食べる ことができます。 

家で 用意す る 食べ物に ついては、 ハラー ルの マーク ある 肉を 選が する ことができ ま 
す。 預言を ム ハン マ ド (彼の 上に 平安 あが は イス ラーム 教徒に 対し ハラー ル か ハラー 
ムか 巧ら かでは ない をべ 物を 避ける ようにと 言われて います （ブ ハーリー、 イー マー 

ン 3 の。 

一般的に、 な 下の ものを 含む 食品の 飲食は 認められて いません。 

豚肉、 豚肉 由来 成を を 含む 食品、 アッ ラーの 名前を 唱える ことなく 処理され た 牛肉 
や 鶏肉、 洋酒、 ワイン、 酒精、 アルコール、 ラード、 豚 脂、 動物 由来の ショート ニン 
グ、 ポーク エキス、 動物 由来の ゼラチン。 

イス ラーム 教徒と して 定められた 規範に 従って 教えを 実践す る 努力を すれば、 アツ 
ラーの 援助を 得る ことができる でしよう。 


なぜ イス ラームでは 豚肉を 食べたり アルコールを 
飲んだり する ことが 禁止され ている のです か 


@ アツ ラーが 禁じられ ている ことのな かには、 その 理由が 明白に されて 

いるものと、 されて いない ものが あります。 しもべと して 私たちの 行う 
べき ことは、 禁止され ている 理由 やその 英知が 人間の ためになる かどう 
かわからなかった としても、 アツ ラーが ハラー ル （許されて いる こと） とされた もの 
は ハラー ルと して、 ハ ラーム （禁止され ている こと） とされた ものは ハ ラームと 認め、 
それを 生きて いく 上での 指針と していかねば なりません。 

イス ラームは 宗教、 生命、 知性、 子孫、 そして お産から なる 人間の 5 つの 基本的 
要素を ずる ことを 目標と しています。 

酒は この 5 つの 中の 知性を 守る ために 禁じられ ま した。 人は 酒を 飲む と 人格が 変 
わったり、 暴力 的に なって 他人を 傷つけたり、 命を 奪うよう な 交通事故を 起こしたり、 
ときには 殺人まで 起こす ものです。 さら に 飲酒 は 肝臓 病 を 始めと する 多く の 病気の 原 
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因と なって います。 

飲酒が ハ ラーム （禁止され ている こと） である ことは ク ルアー ンに 次のように 示さ 
れ ています。 「あなたうな: 信仰す る 者よ、 誠に 酒と 賭ん 偶像と 占い 矢は、 忌み嫌わ 
れる 悪魔の 業で ある。 これを 避けなさい。 恐らく あなたがたは 成て 力す るであろう」 「悪 
魔の 望む ところは、 酒と 賭 矢に よって あなたがたの 間に、 敵意と 憎悪を 起こさせ、 あ 
なた がた が アツ ラーを 念じ 礼拝を 捧げる のを 妨げよう とする ことで ある。 それでも あ 
なた がた はつつ しまない のか」 （食卓 章 第 90 - 91 節)。 

このように、 ク ルアー ンの 章句では 飲酒が 社会 生惭こ 及ぼす 深刻な 影響、 宗教 生 
巧に 及ぼす 罪に ついて 言及され ています。 

一方で 酒には 効用が あり 過度に 飲まなければ、 その 害を 避ける ことができ ると 主張 
する 人々 もい ます。 しかし 明記して おかねば ならない ことは、 酒は 一般的に 害の 方が 
多く 自 みや 他人の 人生 さえ 狂わせ かねない もので 禁止した 方が いいと いう ことです。 

豚肉に ついては ク ルアー ンの 5 つの 章句 （雌牛 章 第 173 節、 食卓 章 第 3 節. 60 節、 
家畜 章 第 145 節） で 食べる ことが 禁止され ています。 食卓 章 第 3 節では、 豚肉と と 
もに 禁じられ ている その他の 食べ物に ついて 言及した 後、 それら 全てが 「フス ク」 で 
あると 述べられ ていまん フス ク とは 宗教 用語で r 正しい 道から 逸れる、 反抗す る、 アツ 
ラーの 命令 や 禁止 事項に 従わない、 罪 や 犯罪を 行う」 という 意味です。 

イス ラームの 教えで、 いくつかの 食べ物う シ 、ラームと されて いる ことには さまざま 
な 敦智や 意図が あります。 食べ物に まつわる 禁止 や 制限は、 人の 肉体 や 精神の 健康 
維持に かかわって います。 豚肉には 人の よ、 身の 健康に 悪い 影響を 与える ものが 含ま 
れ ている のです。 


な 


酔わない 量で あれば、 アルコールを 摂取して ちい 
いのでは ないで しよ ラ か 


® アツ ラーう シ 、ラール （許されて いる こと） とされた ものには 益が あり、 

ハ ラーム （禁止され ている こと） とされた ものには 害が あると いう こと 
は 巧 らか にさ れ てい ます。 そして アツ ラーの 命令 や 禁止 事項に は 無条件 
に 従わねば なりません。 アツ ラーは アルコール 飲料を ハ ラームと されました。 それが 
少量 だと 人を 酔わせない からといって、 ハ ラームと された ことを 覆す ものとは なり ま 
せん。 なぜなら ハ ラームな ものは、 それに 害が あると いう 巧 由からで はなく、 アツ ラー 
が 禁じられ たが ゆえに ハ ラーム だから でん 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） 
は 「人を 酔わせる ものは ハ ラームで ある。 多量に 使用して 人を 酔わせる ものは、 少量 
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であっても ハ ラームで ある」 （イブ ン- マジ ャ、 アシユ リバ 10) と 仰せられて います。 
いこが っ て 何 かう シ、 ラームで ある ことを、 ただ その 有害 性と 結びつける こと は 適切で 
はありません。 たとえ 酔わない 量で あっても アルコールを 摂取す る ことは イス ラーム 
では 禁じられて いるので す。 


み 


® イスラー ム 学を は、 ク ルアー ンゃハ デ イース （言行録） を もとに 男女が 
覆うべき ところを 次の よう に 規定して います。 巧 巧は 膝頭 か ら へその 間、 
女性は イス ラーム 教徒の 女性の 前では へそと 膝頭の 間、 宗教 的に 結婚で き 
ない 另性 に対しては 顔、 頭部、 髪、 胸元、 化、 脚、 手、 腕を 除く 体の 各部を、 宗教 
的に 結婚で きる 巧 巧に 対しては 顔と 手と 化を 除く 全ての 部み が 覆 うべき ところです。 


イス ラームの 女性と 男性のを 装に 関する 規定には 
どのよ ラな ちの があります か 


^ か 

V, 


® 臓器 や 体の 粗 織の 移植に ついては、 ク ルアー ンやハ デ イースに 明白な 

規定は 示されて いません。 ク ルアー ンやハ デイ ースに 明白な 規定が なく 
時代、 時代で 新たに 直面した 問題に ついては、 イス ラーム 学者たち がイ 
ス ラームの 全体 的な 原則 や、 日月ら かに なって いる 規範から 類推して 可能な 限りを えを 
出す 努力を 続けて きました。 

周知の 通り 人間は 誉れ ある 存在です。 アッ ラーは 被 造 物の 中で 人間に 特別の 地位、 
すなわち 尊厳を 与えられ ま した。 それゆえ 通常の 死 t した あるいは 生きて いる 人から 
取られた 体の 組織 や 臓器を 移植す る ことは、 人の 尊厳に そ ぐわない とイ ス ラーム 学者 
は书 J 断して います。 

イス ラーム 学者た ちは さまざまな ク ルアー ンの 章句 を 根拠に、 必要 不可欠で 代替 案 
がない 場合には、 禁じられ ている 事柄を 必要に応じて 行う ことが 許されて いるとの 結 
論に 達して います。 例えば、 母胎に 生存して いる 胎児を 救うた めに 亡くなった 母親の 
お腹を 開く こ と、 他の 治療 方法がない とき がれた 骨の 代わり に 人工 骨を 置換す る こと、 
生きて いる 人を 救うた めに 死者の 体の 組織の 一部を 移植す る こと、 解明され ていない 
病気に ついて 研究し 治療が 行える ようにす るた めに、 近親者の 了承を 得て 死者の 体 


臓器移植は イス ラームでは 許されて います か。 許 
されて いると すれば その 条件は 何でし よ ラ か 


50 


◎ —— ハラー ルと ハ ラームに ついて 


を 解剖す る ことは 許されて います。 イス ラーム 学者たち は 飢え や渴 きの 場合と 同様に、 
病気のと きも やむ を 得ない 状況 下では 禁止され ている ことを 行っても いいとの 許可を 
出して います。 また 他に 治療 方法がない 患者に ついては、 禁止され ている 薬物に よる 
治療を 許可して います。 下記の 条件に おける 臓器 や 組織の 移植は 許されて います。 

- 病人の 生命に かかわる 組織を 治療す るた め、 そ れな 外には 治療法が ない ことが 
専門医に よって 確定され ている こと。 

- 医師の キ u 断に よって、 その 手段に よって 治療で きる 確率が 高い こと。 

- 腎臓の ように 体に 2 つ ある 臓器 や、 部分的な 肝臓の 移植の 場合を除き、 臓器 提 
供 者が、 その 処置が 行われる 時点で 死 t している こと。 

- 臓器 提供者が 生前に 臓器の 提供を 許可して いる こと、 あるいは その 人が 生前に 
移植を 拒否して いないと いう ことを 前提に 近親者が それを 承認して いる こと。 

- 摘出され る 臓器 や 組織の 対価と して 費用が 一切 支 おわれて いない こと。 

- 治療を 受ける 患者 も自 らが 受ける 移植に ついて 了承 済みで ある こと。 


〇。 イス ラーム 教徒が スポーツを 行う 際に 気をつけな 

ければ ならない ことは 何でし ようか 


@ イスラー ムは イス ラーム 教徒の 健康 や疲券 回復の た めに スポーツ をす 

る ことを 奨励して います。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 「強 
い 信者は 弱い 信者よりも 尊い」 と 語られ、 強くなる 手段の 一つと して ス 
ポー ツを 行う ことを 勧められて います。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あがは r 弓道 や 馬術を 学びなさい」 （アブー ’ダー 
ウー ド、 ジ ハー ド 城 と 命じられて います。 また 預言者 ム ハン マ ド (彼の 上に 平安 あれ) 
は、 妻アー イシ ャと 2 度 競走し、 1 度 目は アー イシ ャぅ s ’ 預言者に 勝ち、 2 度 目は アー 
イシ ャが 太って いたた めに 負け、 競走に 勝った 預言者が 妻に 「これは 前回の 競争の 
お返し だ」 と言われた とた えられて います （アブー •ダー ウー ド、 ジハード 61)。 

力と 技を 競う こと も 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） が 自ら 行われて いた ス 
ポー ツの 一つです。 また ある ハ デ イース （言行録） では、 r 子どもが 父親に がして 持っ 
ている 権利は、 父が 彼に 文字を 書く ことを 教え、 水泳 や 弓を 射る ことを 教える ことで 
ある」 （ス ユー テイ、 アル-ジャミー ウ ツサ ウル 37 の） と 述べられて います。 

今日の スポーツの 多くが 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 時代には 存在 
していませんでした。 それゆえ イス ラームの 命令 や 禁止 事項に 反しない 全ての ス ポー 
ツが 許されて いると いう ことができます。 実際 イス ラームは スポーツを 観戰す る こと 
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よ り も 自ら スポーツを 行う ことを 獎 励して います。 

スポーツを 行う 際に 注意し なければ いけない 点は、 な 下の ように まとめる こと がで 
きます。 ボクシング のように 互いに 傷つける スポーツは 行わない。 スポーツを 行う と 
きに も 礼拝を 始めと する 崇拝 行為を 不化 なく 斤わなければ ならない。 競技 中、 イス 
ラームの 教えを 否定す るよう な 相手を 冒 淀す る 斤い や 言葉を 口にした りして はいけ ま 
せん。 体を 覆う という 規範を 尊重し なければ ならない。 通常の 化 暇 や 余暇の 範囲を 
超え 時間を 無駄に する ような ことがあって はなり ません。 試合が 賭 t まの 対象 となって 
はなり ません。 


み 


@ 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 宗教 上 ふさわし くないを 

楽を 除き、 自らを 楽を 聴いたり する ことを 好まれ 教 友たち にも 勧められ 
てい ま した。 妻の アーイ シヤ によ り 伝えられ ている 有名な ハ デイ ース （言 
行録） があります。 「あるとき アツ ラーの 使徒が 私の そばに おられました。 それから 
あの そばには 女の 奴讓が 2 人い ました。 彼女たち は 歌を 歌って いました。 アツ ラーの 
使徒は 寝床に 横に なられ、 顔を 反対側に 向けられました。 そのと き、 父の アブー •バ 
クルが 私たちの ところに 来て、 私を 叱った のです。 『アツ ラーの 使徒の おそ ばで シヤ 
イ ターン （悪魔） の 楽器を 演奏して いるの か』。 アツ ラーの 使徒は アブー. バ クルに 
向き 直られ、 『彼女たち に そのまま 続けさせなさい』 と言われました」 （ブ ハーリー、 
イダ イン 3、 イブ ン .マジ ヤ、 ニ カーフ 21)。 

イス ラームは 人間が 本質的に ホめ る ものに 重きを 置き、 飲食 やせ 的 交渉と いった 肉 
体 的 欲求を 満たす ことを ム バフ （許された もの） と 見なして います。 同様に 人の 精神 
的 欲求を 満たす こ とも ム バフ とされまん ただ 他の ム バフと 同様に、 その 音楽が ハラー 
ム （禁止され ている こと） の 対 •象で あれば、 それは 禁止と なります。 すなわち その内 
容に イス ラームの 教えを 課 謗 中傷したり、 イス ラームが よしと しない 言葉が 含まれて 
いたり、 不道徳な ものが 含まれて いては いけません。 


イス ラームは 音楽を 聴く ことにつ いて どのよ ラに 
考えて いるので しよ ラ か 
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而 

v. > 


@ イス ラームでは 自ら 命を 絶つ ことは 大きな 罪の 一つです。 なぜなら 人 
は 自らの 命を 自由に 断つ 権利を 持って いない からでん この ことから イ 
ス ラームは、 人の 命を 奪う ことと 同様、 自 みで 命を 絶つ こと も 厳しく 禁 
じています。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 「誰で あれ、 山から 身を 投 
げて 自殺を すれば、 彼は 地獄に 行く ことになる。 地獄で 永遠に 山から 身を 投げ 続ける。 

誰で あれ 毒を 飲んで 自殺を すれば、 彼は 地獄の 炎の 中で、 永遠に 手に した 毒を 飲み 
続ける。 誰で あれ、 自らに 刀を 刺して 自殺 すれば、 地獄で 永遠に その 刀を 刺し 続ける」 

(ブ ハーリー、 トゥ ツブ 5 がと、 自殺を した 人は 地獄に 行く と言われて います。 なぜ 
なら、 生命を 神聖な ものと 見なす イス ラームは、 不正に 人を 殺す ことは 全人 類を 殺す 
こと に 等しい と 見なし、 一人の 命を 救う こと は 全人 類の 命を 救う こと と 等しい と 見な 
している からです （食卓 章 第 32 節)。 

自殺は 絶望 や 破綻、 痛み や 苦しみの 悲劇的な 結 ホです。 自らが 試練の ために 現世 
に 送られて いる ことを 信じ、 信仰の 求める ところと して アツ ラーを 信頼し、 そのこと 噢 

を 支えと する 人は 決して 絶望したり 悲観したり しません。 苦しみ や 痛み や 悲しみに 耐 
え、 どのよう な 過酷な 条件 下に あっ て も アツラ ーへの 信仰と 信頼を 失わない ことが イ 
ス ラーム 教徒の 大き な 特性です。 

イス ラーム 教徒は 現世の 苦しみ ゆえに 自殺す る ことはありません。 なぜなら、 信者 
に とって 現世の 最大に して 最悪の 事態で すら、 地獄の 炎より も 恐ろしい ことは ないか 
らでん 現世での 困難、 苦労は イス ラーム 教徒に とって 結局は 一時的な もので しかな 
いのです。 今日、 耐え 難い ものと さん 耐える ことができない 人々 を 自殺へ と 追い やっ 
ている 出来事 も、 時が たてば 悲しむ 価値 もない ものである ことが わかり 忘れ去られる 
ものです。 イス ラーム 教徒は 困難の 後に は 必ず 安寧が 訪れる こと を 信 じ 希望を 持って 
生きて いるので す （胸を 広げる 章 第 5 - 6 節)。 

イ ス ラームには 人が 絶望 観に と ら われる こ とを 防 ぐ 重要な 信仰が あ ります。 それは 
来世への 信仰です。 イス ラーム 教徒は 人の 生が 現世 だけの ものでは なく、 死後に 来 
世う 巧 在す る ことを よ、 から 信じて います。 したがって 現世で 何 かを 失う ことう、 来世 
でも 失う ことを 意味して いません。 逆に、 現世で 困難 や 災難に 苦しむ 人は、 それに 耐 
え れば 来世で 大 きな 報奨を 得る ことができ るの です。 

先に 述べた ように、 イス ラーム 教徒は 人生の 日々 のなかで 最もよ く 起きる 事態の 一 


日本では 年間 3 万人 近い 人が 自殺して いま 孔 しかし 
イス ラーム 社会では 自殺は 非常に まれ だそう です。 
それは イス ラームの 教えと 関係が あるので しよ ラ か 
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つが 試練で ある ことを 知っています。 時に この 試練は、 人に 良い 結果を もたらして 終 
わる こ ともあれ ば、 時に 災難に よって 試される こと も あると 信じて います。 したが っ 
て 直面す る 困難を 耐え忍ぶ こと が 最大の 徳 であ る こと をよ、 か ら信 じてい ます。 アツ 
ラーが 物質的、 精神的な 災いを 人を を でられ、 いつも 彼らと 共に おられる という こ 
と、 忍耐の 後に をい 知 ら せが も たらされる という ことな どを 屯、 の 支えと している ので 
す （雌牛 章 第 153’ 155 節)。 


イス ラームの 教えで 「魔術」 は 認め 5 れ ている の 
でしよ ラ か 


アラビア 語で 「シ ヒル」 という 言葉で 表現され る 魔術は、 自然の 法則 
[ A ) と 相 いれない 結果を もたらし 人を 誤らせる 詐術に つけられた 名栋 でん 
ク ルアー ンで はさま ざまな 箇所で 魔術に ついて 言及し まじない 師や魔 
術師が 嘘つきで ある ことう s ' 示されて います （高 壁 章 第 116 節、 ユー ヌス章 第 76- 77 
節、 ター •ハー 章第微 節、 金の 装飾 章 第 30 節、 撒き散らす もの 章 第 52 節)。 ハディ ー 
ス信 行録) でも、 魔術を 行う ことは セつ の 大きな 罪の 一つと 見なされて いますげ ハー 
嗓 リー、 ワ サーヤ ーの)。 魔術は あ 本 的に 利益を 上げよう とする 商業 行為で ある ゆえに、 

宗教 やそれ が 価値を 置く ものと 巧 いれない ものです。 魔術には アッ ラーの 意志 や 力を 
超えて 何 かを 行う ことができる という 考え方が 含まれて います。 しかし ア ッ ラーが 望 
む ものな 外、 どのような 魔術で あれ、 誰に も 何の 害 も 及ぼす ことができない ことが ク 
ルアー ン には 記されて います。 「だが かれら 谣 魔） とて、 アッ ラーの 御 許しがない 
限り、 それで 誰も 害する ことは 出来なかった」 （雌牛 章 第 102 節） 

イス ラームは どのような 目的で あれ、 魔術を 行う こと や、 行わせる ことを 大きな 罪 
と 見なし 強く 反対して います。 イス ラーム 学者たち も、 イス ラーム 教徒が 魔術を 行っ 
たり 行わせた りする ことは ハ ラーム （禁止され ている こと） であると 述べて います。 


Qi2 


® 絵を 描く ことにつ いては、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） か 
ら 伝えられた 一連の ハ デイ ース があります。 その 中の 一つの 伝承に よれ 
ば、 あるとき 妻の アーイ シヤは 生き物の 絵が 描かれた クッションを 買い 


モスクには なぜ 一枚の 写真 も 絵ち 飾られて いない 
のでし よ ラ か 
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ホめ ました。 それを ご覽 になった 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 家の 扉 
の 前に 立ち、 彼女を 中に 入れられませんでした。 アー イシ ャは 預言者 ムハンマド （彼 
の 上に 平安 あれ） の 顔に 満足 •されて いない しるしを 見いだ し 「アッ ラーの 使徒よ、 
アッラ ーと 使徒に 許 しを 求めます。 私は 何 か 過ち を 犯した で しょうか」 と 尋ねました。 
すると 預言者は、 絵の 描かれた クッションを 示され、 「この クッションは なぜ ここに 
あるの か」 と言われました。 アー イシ ャ は、 「座ったり、 もたれたり できる ようにと、 
あなたの ために ホめ ました」 と 答えました。 それに 対し 預言者は 「この 絵を 描いた 人 
には 審审 J の 日に 罰う； 与えられる であろう。 そして 彼らに にれ らの 絵に 生命を 与えて 
みなさい』 と言われる。 生き物の 絵が ある 家に 天使は 入らない」 と言われ ましたげ ハー 
リー、 リバース お)。 また 別の 伝承に よると、 イブ ン .アッ バースを ある 画家が 訪ね 
てきて、 「あは この 絵を 描いて 生計を 立てて きました。 そのこと がいい ことか 悪い こ 
とか 教えても らいたい」 と 言いました。 イブ ン .アッ バースは、 r 預言者 ムハンマド （彼 
の 上に 平安 あれ） は、 『画家は 地獄に いる。 アッ ラーは 彼が 描いた 絵に 魂を 吹き込む 
まで、 彼に 罰を 与えられる。 魂を 吹き込む こと も 不可能で ある』 と言われました」 と 
語った のです。 画家が この 言葉に 嘆き悲し むと、 イブ ン •アッ バースは 続けて 「もし 
あなたが 絵を 描く ことを 続けたい のなら、 花や 木な ど 魂を 持たない ものを 描きな さ レ、」 
と 言いました （ムス リム、 リバース 99)。 

イス ラームな 前の 時代の アラ ブ 人たち は 偶像を 崇拝して いま した。 自 らの 手で 多く 
の 偶像を 造り、 それを 崇拝して いたのです。 イス ラームは タウ ヒー ド （神の 唯一せ） 
の 教えを ずるた め に 偶像崇拝 につな がる ものを 取り除く ことに 最大の 注意を 化って き 
たのです。 

結論と して、 現在に おいては もはや 絵を 描く こと、 絵に 描かれた ものを 使用す る こ 
とは タウ ヒー ドの 信条に 反する 結果を もたらす 不安は なくなり、 イス ラームの さま ざ 
まな 規範 や 道徳の 原則に 反して いない 限り ハ ラーム （禁止され ている こと） ではない 
のです。 

しかし モスクは できる 限り 世俗的な ものから 遠ざかる 空間で あり、 崇高なる アッ 
ラーを 崇拝し、 その 庇護を ホめ る 場です。 したがって、 その 妨げと なる 対象 物 や 絵 
を モスクの 内部に 配置したり 壁面に 描いたり 飾ったり する ことは 適切な ことでは あり 
ません。 
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Qi3 

V 


® イスラー ムは 広大な 地域に 広ま りました。 そして 時が たつう ちに イス 

ラーム 教徒たち の 行いに、 その 地域の 習慣 や 風習、 もしくは ± 着の 宗教 
が 入り混じって きました。 イス ラームの 教えに そぐ わない この種の 斤い 
は、 一般的に ビドウ ア （逸脱） と 名付けられて います。 ビドウ アは イス ラームの 教え 
の 本質には 含まれない、 イス ラーム 法に おいて 根拠を 持たない、 預言者 ムハンマド （彼 
の 上に 平安 あれ） の スン 十 (慣行） に 反する 形で 行われる 事柄です。 

迷信 は 現実 には そぐ わない 誤っ た 信条です。 アツ ラー は 次の ク ルアー ン の 章句で こ 
の 種の 信条を 固く 禁じられ ていまん 「あなたがた 信仰す る 者よ、 誠に 酒と 賭 矢、 偶 
像と 占い 矢は、 忌み嫌われる 悪魔の 業で ある。 これを 避けなさい。 恐らく あなたがた 
は 成て 力す るであろう」 （食卓 章 第 90 節)。 

今日の イス ラーム 社会では、 残念な ことに 時 どき ビドウ ア や 迷信 を 目の あたりに す 
る ことがあります。 例えば トルコの 魔除け ナ ザール. ボン ジユを 身に 着ける こと、 神 
聖な 場所に 願い事の ために 布を 巻きつける こと、 墓地で ロー ソクを 灯す こと、 墓 商に 
願掛けを する こと、 歩けない 子どもの 足に ひもを 結びつけて モスクの 周囲を 回る こと 
などです。 ビドウ アや 迷信を 信じ、 行う ことは イス ラームの 教えの 本質に 反する こと 
なのです。 


イス ラームでは トルコの ナヴー ル- ボン ジュ のよ 
ラな 魔除けの お守りを 身に 着ける ことは 許されて 
います か 


Qi4 


最近 イス ラームは 怖い、 テ □といった イメージが 
あります。 イス ラームと い ラ 宗教は テ □を 容認し 
ている のでし よ ラ か 


® テロの よく 知られた 定義の 一つが、 「政治的な 目的を 達成す るた めに、 

政府 や 市民、 あるいは 個人に がして 組織的な 暴力 行為を 行う こと」 です。 
イス ラームの 観点から、 テロは どのような もので あれ 認め られる もので 
はありません。 なぜなら イス ラームでは 人の 生命、 尊厳、 信仰、 財産は 不可侵の もの 
である と 教えて いるから です。 テロは その 中で も 最も 価値 ある 人の 命を 標的と してい 
ます。 ク ルアー ン では、 「人を 殺した を、 地上で 悪を 働いた という 理由 もな く 人を 殺 
す 者は、 全人 類を 殺した のと 同じで ある」 （食卓 章 第 32 節） と 述べられて います。 
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人類への 慈悲と して 下され、 その 本質に 創造主を 知り 愛する ことが 含まれて いる 最 
後に 啓示され た 宗教で ある イス ラームの 教えは、 テロ や 不正に 血を 流す ことな ど、 社 
会の 安定 や 信頼を 揺るがす どのよう な 斤 為 も 認めて いません。 ただ し ユダヤ教 や キリ 
スト 教、 あるいは イス ラームの 歴史に おいて、 宗教が テロ や 暴力 行為を 正当化す るた 
めに 利用され てきた ことは、 しばしば 見受けられる ことです。 特に 20 世紀の 最後の 
4 半世紀では、 世界中で 宗教 的な 熱狂が 高まる 風潮が 見られ、 宗教 的 行為が 社会 状況 
に 直面す る 中で、 宗教 的 な 意味 づけ を 持った テロ や 暴力 が 急増 している ことが わかり 
ます。 

アッ ラーは 全ての 人に 自由な 意志を 与えられ ま した。 その 意志に よって 行った こと 
にがして 人は 審判を 受ける のです。 そして 人は 何ら かの 過失を 犯す ものです。 イスラー 
ム 教徒であって もまった く 罪を 犯して いない 人は いません。 例えば 他の 教えを 信じて 
いる 人々 の 中に もそう いう 人が いるのと 同様に、 イス ラーム 教徒の 中に も アルコール 
飲料を 飲み、 盗みを 働き、 利子を 受け取り、 うそをつき、 詐欺を 働く 人々 がいまん 
しかし その 罪は イス ラームに 帰せられ る ものではありません。 その 責任は あく まで そ 
の 人に 帰せられ る ものな のです。 他の 教えを 信じる 人々 の 中に も テロ?' 舌 動を 斤う 人が 
いるよう に、 イス ラーム 教徒の 中に も テロ?' 舌 動を 行う 人々 がいる かもしれ ません。 し 
かし 真の イス ラーム 教徒は、 そうした 人たち の 行為を 認め る こと は 絶 巧 にありません。 
イス ラームの 教えに 誠実な イス ラーム 教徒は イス ラームの イメージを 損なった 彼らに 
がし、 はっきりと 対立した 姿勢を 取る ものです。 

ま た 何が テ ロな のか、 明確に しなければ なり ません。 テロと いう 言葉は 強い 者に よっ 
て 意図的に 使われる ことがあります。 祖国が 支配、 占領され、 生命 や 財産、 尊厳が 
失われた 人々 の、 その 生命 や 尊厳を 守る ための 努力 や 闘いを テロと 見なす こと は 正し 
くありません。 今、 世界で 起きて いる こと やその 背景を 正しく キ IJ 断す る ことが‘ 必要な 
のです。 
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@ イ ス ラームの 学者は、 ク ルアー ンの いく つかの 章句 (雌牛 章 第 第 221 節、 
食卓 章 第 5 節） の 解釈を お 拠と して、 イス ラーム 教徒の 女 巧は イスラー 
ム 教徒では ない 另 せと 强婚 でき ない とキ IJ 断して います。 ただし こ の 見解 
は 結婚す る 前に イス ラーム 教徒で あった 女性に 対する ものです。 イス ラーム 教徒では 
ない ときに 結婚し、 その後 イス ラーム 教徒と なった 女 巧の 場合に ついては 論議が 交わ 
されて います。 学者の 多くは 夫が イス ラームを 認めない 場合は 婚姻 関係が 終わりを 告 
げ ると 見なして います。 

また 別の 見解を 持つ 学者たち もい ます。 彼ら が 結婚 生活 を 続ける かどう か は 女性 
の 申 J 断に ゆだね られ ると しています。 信仰を 守り 崇拝 行為を 斤 うこと がで き る 女性は、 
夫が イス ラームを 理解して いれば、 望めば 結婚 生?' 舌を 続ける ことができます。 ウマル 
と アリ ーの 時代に 同様の 出来事が 起 きたと き、 二人の カリフ は 結婚 生活を 続ける かど 
うかを 申 J 断す るの は 女性で あ ると いう 見解を 支持 しています （アブドゥル ラッザ ーク、 
アル-ムサン ナフ 6 - 84)。 


な 


® イスラー ムの 教えは、 人の 精神が ボ める もの だけでは なく 肉体が ホめ 
る ものに ついても、 一方に 片寄る ことなく 両者が バランス 良く 満たされ 
るべき であるとの 原則を 説いて います。 

イス ラームでは 兹淫や 同性愛は 道徳に 反する 行いと して、 それを 禁止して います 
(夜の 旅 章 第 32 節)。 また 一方で 動物と 性的 交渉を 持つ ことは 重い罪、 すなわち 犯罪 
と 見なして います （アブー. ダー ウー ド、 フ ドゥー ド 30、 テイル ミズ イ ー、 フ ドゥー 


イス ラームの 性的 交渉に 関する 命令 や 禁止 事項に 
は どのよ ラな ちの が あるので しよ ラ か 


私は 新しく イス ラームに 入信し ましたが、 夫が イ 
ス ラーム 教徒ではありません。 離婚し なければ い 
けない のでし よ ラ か 
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ドの)。 手を 用いて 性的 快感を 得る こと も 適切な 行為と されて いません。 


厂1。 イス ラームでは 夫が 妻を 裁判所の 手続きを 経な く 

‘ 心 j てち、 □頭で 離婚を 通告で さると 聞いた のです が 
本当で しょ ラ か 


@ イスラー ム法 において、 本来、 離婚を 通告で きる のは 男 巧の 権限 でん 

しかし 夫は この 権限を 妻に 譲渡す る ことができます。 それは 婚姻のと き 
に 妻に 与える こと もで きる し、 その後に 与える こと もで きます。 この 権 
限 を 持つ 女性は、 与えられた 権限に 従い 望む ときに 婚姻 関係の 解消を 通告す る こと 
がで きます。 夫は 一度 この 権限を 妻に 与える と 取り戻す ことは できません。 ただし 自 
らの 離婚を 通告す る 権限は 保持して います。 

同時に イス ラームは、 離婚は 気まぐれで 行う ものでは なく、 良よ、 や 道徳が 関わる 行 
為と しています。 ハ デ イース （言行録） では、 離婚は アツ ラーが ハラー ル （許されて 
いる こと） とされた もののう ち、 最も 好まれない ものであると 述べられ ています （ア 
ブー. ダー ウー ド、 タラー ク 3)。 また イス ラームは 離婚 後の 双方の 権利 や 責任 も 巧 
ら かにして います。 巧せ う哨 t 婚の 権限を 気の 向く ままに 用いる ことを 認めず、 女性の 
権利を 保護す る ことに、 多くの場合 において 十み な 保証を 与えて きました。 ク ルアー 
ン では 離婚には 証人を 立ち会わせねば ならない ことが 助言され （離婚 章 第 2 節)、 巧 
性が 衝動的、 かつ 不正に 離婚を 通告す る ことに 歯止めを かけて います。 実際 伝統的 
なイ ス ラーム 社会の 離婚率が 驚く ほ ど 低い ことは、 離婚の 権限が 乱用され ていない こ 
とを よく 示して います。 

結論と して、 女性う 靖 I 婚を 通告す る 権限を 持った 場合には 夫婦の どちらから でも、 
婚姻 関係を 望む ときに 終了させる ことができます。 
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み 


® イスラー ム は、 一度 築かれた 家庭は できる 限り 存続させる ことを 強く 
勧め、 いたずらに 離婚を する ことを よしと していません。 預言者 ム ハン 
マド （彼の 上に 平安 あれ） は、 「アッ ラーの 御 許で、 ハラー ル （許され 
ている こと） のうち 最も 好まれな いものは 離婚で ある」 （アブー •ダー ウー ド、 タラー 
ク 3) と 仰せられて います。 夫婦が 婚姻 関係を 双方の 合意に より 終了させる ことは 認 
めら れ ています。 このような 離婚の 申し出は 主に 女 巧から もたらされます。 なぜなら 
イス ラーム 法に おいて、 宗教 的、 道徳的な 制約を 考慮せ ず、 ただ 法的な 解釈 だけ か 
ら 見るなら、 夫は 自らの 意志で 妻と 離婚す る 権限を 持って います。 女せ が 離婚を ホめ 
た 場合には、 裁キ IJ もしくは 男性の 同意に よりそれ は 認められます。 

一方で 婚姻の 際、 女性が 自ら も 離婚す る 権限を 持つ ことを 条件と すれば、 巧 巧と 
同様に 望む ときに 夫と 離婚す る こと がで きます。 このよう な 離婚に おいては 原則と し 
て 男性が 異議を 唱える こと はでき ません。 

嗓 


イス ラーム 教徒の 女性が 離婚を 望んで いるに も か 
かわらず、 男性が 認めない 場合には ど ラ すれば い 
いのでし よ ラ か 


な 


® イスラー ム な 前の ア ラビ アキ 島では、 制 限な く 数多く の 女性と の 結婚 

が 行われて いま した。 それにが しク ルアー ン ではい くつ かの 変更が 命じ 
られ ています。 婦人 章の 第 3 節で アッ ラーは 「あなたう ヴ こがもし 孤児に 
がし、 公正に してやれそう にもないならば、 あなたがたが 良い と 思う 2 人、 3 人 また 
は 4 人の 女を 娶れ。 だが 公平に してやれそう にもないならば、 只 1 人 だけ 樓 るか)、 
または あなたがたの 右手が 所有す る 者 （奴 謀の 女） で 我慢して おきなさい。 この こと 
は 不公正を 避ける ため、 もっとも 公正で ある」 と 仰せられて います。 この 章句に より、 
な 前は 無制限で あっ た 婚姻が 公正に 振る舞 うこと を 条件と して 4 人と 制限され たので 
す。 この 章句は さらに 複数の 女性との 結婚を、 実際には 斤う ことが 難しい 「公正に 振 
る 舞う」 という 条件を つける ことによって、 1 人の 女性との 結婚を 獎 励して いるの でん 
したがって 重婚は イス ラームが 命じて いる ことでは なく、 逆に やむ を 得ない 状況 下で 


イス ラームで は 女性と の 結婚が 4 人まで 認められ 
ている そ ラです が、 それは 女性を おとしめ るち の 
ではない でしよ ラ か 
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公正と いう 条件を つけて 許可を 与えて いるので す。 

妻が いる 状態で 別の 女 巧と 結婚す る ことは、 一般的に 後から 結婚す る 女性に とっ 
ては 問題とは なりません。 なぜなら 彼女は その 状態を 知った 上で 結婚す るからで す。 
重婚は 最初に 結婚した 女性の 立場から 問題と なりやすくな ります。 しかし イス ラーム 
法の 原則に よるなら、 結婚す る 相手の 巧 巧が; 時 来 重婚す る ことを 望まない 女せ は、 自 
をの 結婚の 際に、 重婚に 対し 自 をの 許しを 得る ことを 条件と し、 予防策を とる ことが 
できます。 さらに 何ら かの 処置を 結婚の 条件と して 加える こと もで きます。 結論と し 
て イス ラームは 1 人の 女‘ 圧との み 結婚す る ことを 獎 励して いるので す。 


み 


® イスラー ムの 遺産 法は、 イス ラーム 法の 全体 や、 この 法律に 則って 送 

られる 社会生活の 全体を 評価す るなら ば、 非常に 首尾一貫して います。 
なぜなら この 法制 度では 人が 遺産から 得る 取り分と、 家庭に おける 責任 
との 間にある 均衡が 見 られ るからで す。 家族の 生計を 維持す る 責任 は 基本的 に另性 
に 負わせられる ものである ため、 男性には 女せ より も 多い 遺産の 取りを が 与えられて 
いるので す。 したがって、 このような 制度に おいては どちら かにが し 不公正で あると 
いう ことはありません。 また 一方で 遺産相続人が 他の 人の ために （例えば 男‘ 畦が 妹の 
ために） 遺産の 権利を 一部 もしくは 全て 放棄す る ことにつ いては、 それを 妨げる もの 
は 何もない のです。 


イス ラームでは 7 世紀に おいて 女性の 遺産相続を 
認めて いる こと は 画期的な こと だと 思い ますが、 
男性の 半分し か 受け取れな いのは 不公平で はない 
でしよ ラ か 
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Q イス ラームが 完全な 教えで あるな 5、 なぜ イス 

1 ラーム 諸国には 発展途上国 がを いので しよ ラ か 


国が 発展 途上に あるか、 あるいは 発展して いる 理由は、 その 国の 宗教 
のみに 関連 付けられる ことではありません。 その 原因が 国の 宗教に のみ 
あるならば、 ある 宗教を 持つ 国は 歴史を 通して 常に 発展して いる、 もし 
く は 遅れて いると いう ことになります。 神道 や 仏教と いう 宗教を 持つ 日本と 他の 国々 
の 間の 発展 段階が 同じで ない のと 同様に、 それぞれの 国 も 歴史を 通して、 いつも 同 
じ 発展 段階に あった わけでは ない のです。 こうした ことは イ ス ラーム 社会に おいても 
当てはまります。 つまり、 世界の 中で 発展 度合いが 比較され る 際には、 一般的に 西洋 
諸国と イス ラーム 諸国う 巧; 較 されます。 しかし キリスト教 という 宗教を 持つ 西洋 諸国 
も、 最初から 知識 や 技術の レベルが 高く 世界を リ ー ドして き たわけで はあり ません。 

西洋 諸国 の 優位が どの 時代から 始まった かにつ いては さまざまな 見解が あ ります 
が、 イス ラーム 諸国は 10 世紀から 15 世紀に かけて 西洋 諸国より も 発展して いまし 
た。 西洋 諸国は、 じ 世紀な 前には 技術 亂 経済的な 優位を 手に しては いません でした。 
14 世紀に イス ラームは、 西洋 諸国が 近代に なって 発見した、 人間の 生?' 舌に まつわる 
さまざま なを 野 （農業、 建築 ± 木、 経済、 社会、 医学な ど） を 学問と して 確立して 
いました。 それは 単に 理論と して だけでは なく、 イスラー ム义 巧の 成果と して 人々 の 
日々 の 暮らしの 中で?' 舌 かされて いたのです。 

イス ラームは 8 世紀な 降、 地中海から イベリア半島 へと 広がり、 ヨーロッパ 人たち 
も 十字軍の 遠征に 見 られ るよう に 東 地中海 沿岸に ま で 到達し、 両者の 間に 文化的な 
接触が 始ま りました。 これが 西洋 諸国が 後に 多くの イス ラーム 文明を 受け入れ ていく 
端緒と なった のです。 スペインの イス ラーム 教徒たち は 農業から 鉱業まで、 織物から 
貴金属まで、 音楽から 衣装まで 多くのを 野で 地元 ス ペイ ンの 人々 より も 進んだ 文明を 
持ち、 輝かしい 日々 を 送って いたのです。 輝かしい 暮らしの 一つは 知識 や 書物に 対 
する 愛着です。 そして、 イス ラーム 教徒の スペイン 人が 持って いた 技術 や 文化遺産 
は 少しずつ ヨー ロ ッパ 人の 学徒に よって 西洋 諸国に 運ばれて いったの です。 

その 西洋 諸国は、 のちに 起きる 二つの 重要な 出来事に より、 世界の 他の 国々 を 支 
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配す る 覇権 主義 的な 国家と なって いくのです。 その 一つは、 西洋 諸国で 技術 や 文化 
が 革新され たこと、 もう 一つは 金 誠、 商業 的な 資本を 持つ ブルジョワと 呼ばれる 新し 
い 階級が 生まれた ことです。 西洋 諸国に おける 科学技術の 発展 (特に 軍事 技術の 発展） 
は 資本主義 的な 生産の 拡大を 促し、 それに 伴い 西洋 諸国は 原材料 や 市場を 求め 世界 
各地で 植民地 化を 進めて いきました。 17 世紀な 降、 西洋 諸国が 進めた 植民地 化 政 
策は、 その後 長い間、 イス ラーム 諸国を 始めと する アジア、 アフリカ 諸国の 停滞と 発 
展の 遅れを もたらす こ とと なった のです。 

現在、 西洋 諸国の 発展の 象徽 である 科学技術は、 公害 や 原を など 人類に 害を 及ぼ 
す 負の 側面が ある ことは もはや 周知の 事実です。 近代 技術が 生み出した 物質文明に 
よって 自然は 汚され、 環境が 破壊され てきて います。 人々 はす 安と 不安定の なかに 生 
きています。 科学と 宗教、 物質と 精神が 調和した 新たな 生き方、 社会 発展の モデル 
が 模索され ています。 


〇 オスマン 朝が 帝国と 呼ばれて いたのは、 他の イス 

ラーム 諸国を 占領し 掩 取して いたか 5 でしよ ラ か 


® 西洋 諸国は 帝国と 帝国主義 という 言葉の 類似 巧を 根拠に、 大きな 国を 

帝国と 呼んで います。 事実 歴史上、 この 名を 冠す るのに ふさわしい 国々 
う;' 存在して きました。 しかし 一般的に イス ラーム 諸国が この 名栋で 呼ば 
れる こと は 適切では あり ません。 西洋 諸国は、 オスマン 朝に ついて 言及す る 際には け 
ス マン 帝国」 と 呼びます。 しかし オスマン 朝は 自らを 帝国では なく 「崇高なる オ スマ 
ン 国」 と 呼びなら わして いました。 

帝国には 通常、 少数の 支配を と、 多くの 従属 させられ ている 人々 がいます。 政権 
側の 人々、 知事 や 司令官、 高級 官僚たち は 支配階級の 出身です。 しかし オスマン 朝 
では、 宰相 や 王妃、 ：時軍 や 大使な どの 多くは トルコ 系の 人々 ではありません でした。 
オスマン 朝には イス ラーム 教徒では ない 大臣 や 将軍 もい ました。 

帝国と 呼ばれる 国家では、 支配 眉は 支配 下に ある 人々 を摔 取し 地域の 富を 独占 
し 奢侈な 生活を 送って いました。 しかし オスマン 朝が このよう な 政治を 行って いたと 
考える ことは、 歴史的な 事実を 反映して いない ものと なります。 例えば、 オスマン 朝 
は アラビア半島の イエ メ ン へ、 コーヒー豆 や 石油を 略奪す るた めに 行った のでは あり 
ません。 そもそも 石油は 20 世紀に なって から 発見され ており、 オスマン 朝は 一度た 
りと も イエ メ ンの 石油を 略奪した ことは ない のです。 

それ どころ か オスマン 朝は、 イエメンの パブ. エル. マン ダブ 海峡を おさえ、 16 
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世紀に ポルト ボル 人やイ ギリス 人が だ 海に 入り マッカ や マデイ ーナを 占領し ないよう 
にと、 何千 人 もの 魄 死者を 出して きたので す。 また 16 世紀の 最強の 海軍であった ポ 
ルト ガルと 戦った ピリ. レイス、 サイ デイ. アリー. レイス、 ムラ ド. レイスと いっ 
た オスマン 朝の 船、 乗りたち は、 インド や マレーシア、 インドネシアから 聖地 マッカに 
巡礼に 行く イス ラーム 教徒たち の 道中の 安全を ずるた めに イ ンド洋 一帯に 進出して い 
たのです。 1567 年には マラッカと アチェの スル タンであった アラ ッ デイン- カッ ハー 
ルの ホめ により、 オスマン 朝の 二隻の 船と 数百 人 もの 兵 ± が、 その 地域の イス ラーム 
教徒たち の戰 力を 高める ために 派遣され ています。 マレーシア や インドネシアを 占領 
する 計画な どはなかった の です。 

帝国主義 による 支配は、 自国の 言語を 他の 民族に 強制し ます。 例えば、 フランスの 
支配 下に あった アルジェリア、 チュニジアでは フランス語が 話せない 人々 は 仕事を 見 
つける ことが たいへん 困難です。 かつての ソ ビ エト 連邦で も ロ シア 民族な 外の 民族は 
ロシア語を 学ばなければ なりませんでした。 オスマン 朝では トルコ 語を 他の 民族に 押 
し 付ける ことはありませんでした。 ク ルアー ンの 言葉で ある アラビア 語を 教育の 言語 
として 6 0 0 年 近く 用いて きたので す。 トルコ 語は アラビア 文字で 表記され てい まし 
た。 その 文字は、 アラブ 人では なく トルコ 人の 書道 家に よって 最も 美しい 形で 描かれ 
るよう になった のです。 
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な 


@ イスラー ムは 法に 準じ 秩を 正しく 行われる 商業 活動には 干渉して いま 

せん。 ただし、 誤り や 不公正な 行為が あれば 人々 に 警告し、 制限 や 制み 
を 設けて います。 利子に ついては、 商取引での 不公正 さを 取り除き、 市 
場の 独立性を 保持す るた めに 禁止され ています。 利子は、 資本を 持つ 富裕 層が リス 
ク を 取る ことなく、 何のを 力 も なしに 得られる 不公正な 利益です。 

利子の つく 預金に 財産を 委ねるならば、 そこに 生産力は 高まりません。 利子は ネ目互 
扶助を 失わ も 豊かな 人う 領: しい 人を 巧 取す る 状況を 作り出して しまいます。 そして、 

こうした 状況は 両者の 間の 階級 的な 格差を 深め、 やがて 敵対 関係に 発展す る 深刻な 

社会問題を 生み出します。 さらに 利子は、 インフレを 引き起こす 最も 大きな 要因の 一 噢 

つです。 したがって イス ラームでは、 明らかに 不公正 さを もたらし、 資本を 一定の 階 

級に 集中 させ、 大多数の 人々 う s ' 巧 取され る 要因と なる 利子を 認めて いません。 また 

利子を 伴う 仕事に 従事す る ことを も 強く 拒んで います。 これに 巧し、 労働に 勤し み 利 

益を 得ようと 努力す る ことを 推奨して います。 

イス ラームが 登場した 7 世紀の アラブ 社会では、 富が 一部の 人々 に 集中す る 一方、 

絶え間なく 増えて いく 高利の 負債を 払えない 人々 やその 子どもたち はが 謀と して 売買 
される ようになって いました。 つまり、 豊かで 幸運な 少数の 人々 だけが 莫大な 利益を 
得る 一方で、 大多数の 人々 はます ます 貧しくな り 困窮して いました。 そのため、 来世 
と 現世に おける 幸福を 目的と する イス ラームは、 日月ら かに 不公正で ありながら、 広く 
斤 われて いた 利子を 禁止 したの です。 


イス ラームでは 利子が なぜ 禁じ 5 れ ている のです か 
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な 


@ イ ス ラームは 人々 に、 現世で が 産を 手放した り 遠ざける こと を 勧めて 
もい なければ、 が 産を 唯一の 価値と して 生きる 目的と する ような 生き方 
も 奨励して いません。 この 二つの どちらに も 片寄らない 中庸の 道を 進む 
ように 獎 励して います。 事実、 信者の 人生哲学は、 次の 析 りの 言葉に よって 表現され 
ています。 「主よ、 現世で わたしたちに 幸いを 賜い、 また 来世で も 幸いを 賜え。 業火 
の 懲罰から、 わたしたちを 守って ください」 （雌牛 章 第 201 節)。 

ク ルアー ンは 信者に、 「あなたがたの 持つ ものは すべて 消滅す る。 だが アツ ラーの 
御 許の ものは 残る。 われは 耐え忍ぶ 者に 対し かれらが 行った 最も 優れた 行為に よっ 
て、 報奨を 与える」 （蜜蜂 章 第 96 節） と 告げて います。 しかし このとは、 永遠で ある 
天国の 恵みを 得る ために、 現世の 恵みを 放棄し なければ いけない という 意味では あり 
ません。 逆に ク ルアー ンは 「アツ ラーが あなたに 与えられた もので、 来世の 住まいを 
請い 求め、 この 世に おける あなたの （務 むべき） 部分を 忘れて はなり ません」 顺語 
章 第 77 節） と 告げて います。 言い 换え るなら、 人は この 世界で 恵み 持ちつつ 来世を 
噢 求め、 かつ、 現世での 生を 忘れて はいけ ない と 述べて いるので す。 また ク ルアー ン は、 

来世での 永遠の 恵みを 忘れた 生き方は、 遊び や 蔵れ だけの 意味の ない ものであると 
繰り返し 述べて います （蜘睐 章 第 64 節)。 

信を には、 けし 拝が 終ったなら、 あなたがたは 方々 に 散り、 アツ ラーの 恩恵を 求めて、 
アツ ラーを 讚え て 多く 唱念 しなさい」 （合同 礼拝 章 第 10 節） と獎 励して います。 これ 
は、 崇拝 行為と 商業?' 舌 動う s ' 併行して 行われるべき ものである ことを 示して います。 し 
たがって イス ラームでは、 世俗的な ものが 人を 卑しめる ものと して 作用す る ととら え 
ていません。 逆に 財産は、 アツ ラーの 定められた 範囲 内で 使われる 場合には 人を 高め 
る ものと されて います。 実際 ク ルアー ンで しばしば 喜捨を 行う 人の 徳を 指摘して いる 
ことは、 これを 示す ものです （創造者 章 第 29 節)。 

イス ラームで はが 産、 地位、 子どもな ど 所有す る ものは 全て 試練の が 象と なります 
(福し 合い 章 第 15 節、 偽 信者たち 章 第 9 節)。 この 意味で 豊かで ある 人は その 豊か さ 
において、 貧しい 人は その 貧し さに おいて 試練を 受けます。 人は 資産を どこで、 何に 
費やした かとい う 点に ついて 責任を 負います。 なぜなら 富 やが 産の 真の 持主は 崇高 
なる アツ ラー だからです。 富 やが 産は、 アツ ラーから 人に 信託と して 与えられ ている 
のです。 貧しい 人は、 貧し さを 克服す るた めに 努力した か 否か、 困難を 耐えた か 否か、 
崇高なる アッ ラーに が して 悪い 考えを 持っ たか どうかと いう 点で 試練を 受けます。 


イス ラームは 財産 や 資本を どのよ ラに と 5 えてい 
るので すか 
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被 造 物の 世界に 存在す る 全ての ものと 同様、 お産 や 資本 も 人の 生活を 助け、 幸福 
にす る 要因の 一つに 過ぎません。 労働に 勤し み 生計を 立てる ことは、 誠実な 信者の 
最も 重要な 務めの 一つです。 事実 イス ラームでは、 詐欺、 窃盗、 汚職、 利子は 絶対 
的な ハ ラーム （禁止され ている こと） とされて います （食卓 章 第 38 節、 詩人たち 章 
第 181 - 1 紛 節、 夜の 旅 章 第 お 節、 フード 章第妨 節、 量を 減らす 者 章 第 1 - 3 節、 
婦人 章 第 29 - 30 節、 ビザ ンチ ン章第 39 節、 雌牛 章 第 275 • 276 • 278 節、 イム ラー 
ン家章 第 130 節)。 

イス ラームでは 年に一度、 財産の 40 分の 1 を ザ カート （喜捨） として 貧しい 人々 
などに 施す ことが ファルド （義務） とされて います。 ク ルアー ン によると、 私たちが 
所有して いる お金 や 財産には、 貧しい 人々 や 困窮して いる 人々 も 権利を 持って います 
(階段 章 第 24 - 25 節)。 

イス ラームは、 そうした 人々 に対する 援助は、 見返りを 求めず、 ただ アツ ラーの ご 
満悦の ために 実行す る ことを 命じ、 獎 励して います。 したがって アツ ラーの ご 満悦の 
ためにな される 家計への 援助、 寄付、 そして 各種の 経済援助は、 ある 意味で 人が 天 
国へ 迎え入れられる 要因と なります （悔悟 章 第 111 節)。 

経済学 者たち は、 より 豊かな 暮らしを 実現す るた めに お金を 経済?' 舌 動で 循環 させ 
るよう 奨励して います。 ク ルアー ン も、 お金を アツ ラーの ために 援助と して 用いず、 
非生産的な 資本と して 蓄え 隠す 人々 に 警告して います （悔悟 章 第 34 - お 節)。 
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な 


@ イスラー ム 教徒に なった からといって、 社会 や 親戚、 家族と 距離を 置 

く 必要はありません。 イス ラーム 教徒 かどう かに 関係な く、 隣人に がし 
果たすべき 責務が あります。 子供の 誕生 や 結婚な どでは 喜びを 分かち合 
レ、、 災難に あった ときは 救いの 手を 差しの ベるな ど、 良き 隣人と して 人間的な 関係を 
維持し なければ なりません。 したがって 近親者の 葬儀に 参列す る ことに 問題は ありま 
せん。 そのと き には、 故人を 做んだ り、 適切な 言葉で お悔やみを 述べる こ とも 可能です。 

噢 r —— 

な 


@ 人間関係に ついては、 イス ラームの 道徳 観では 相手の 人格 や 尊厳を 傷 
つけない ことが 原則です。 また、 個人的な 利益では なく 社会 全体の 利益 
を 重視し、 より 良い 言葉 や 行動、 態度を 選ぶ こと も 根本的な 原則の 一つ 

です。 

人と 接する 上で 何に 注意すべき かは、 ク ルアー ンや 預言者 ムハンマド （彼の 上に 
平安 あれ） の スン ナ （慣行） において 明らかにされて います。 その 一つと して 次の こ 
とが 挙げられて います。 

「信仰す る 者よ、 あるを たちに 外のを たちを 嘲笑 させて はならない。 蝴 笑され た 方 
が 優れてい るか も 知れない。 女たち も 外の 女たち を 嘲笑 させて はならない。 蝴 笑され 
た 女たち う s ' 優れてい るか も 知れない。 そして 互いに 中傷して はならない。 また 趙 名で 
罵り 合って はならない。 信仰に 入った 後は、 悪を 暗示す るよう な 呼名を 口にして はな 
ら ない。 止めない 者は 不義の 徒で ある。 信仰す る 者よ、 邪推の 多くを 破え。 邪推は と 
きには 罪で ある。 無用の 訖索 をしたり 互いに 陰口を たたいて はならない」 ほに 屋章第 


人間関係を 正す ための イス ラームの 規定とは どの 
よ ラな ちので すか 


イス ラーム 教徒に なっても、 仏教徒で ある 近親者の 
葬儀に 参列で をます か。 でさる ので あれば、 葬儀の 
間は どのように 振る舞えば いいので しよ ラ か 
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11 - じ 節)。 

まむ 人は 話しす ぎたり、 他の 人う s ’ 話して いるのを 妨げたり しては いけません。 3 
人で 話して いると きに、 もう 1 人に 疑念を 抱かせる ような 話を する こと も 避ける よう 
にしなければ なりません。 また 話す ときには、 相手が 聞き返さなければ いけない ほど 
声が 小さくても いけない し、 聞き手を 不快に する ほど 声が 大きくても いけません。 教 
えへの 憎悪 か 醜く 粗 巧な 言葉は 絶対に 口に しては なり ま せん。 聞き手を 卑しめたり、 
思い上がった 態度を 取る こと も 大きな 誤りです。 あくびを しそうな ときには、 口を 手 
で 覆わなければ なり ません。 

他の 人の 家を 訪問した ときは、 ドアが 開かれた ときに 家の 中が 見えない ように、 ド 
アの 端に 立って いなければ いけません。 もし ドアを 3 度 ノック しても 返事が なけが 去、 
それな 上しつ こく ノ ック せず 引き返さなければ なりません。 家の 中に 招かれた 場合は、 
「ビス ミッ ラー （アッ ラーの 御名に よって)」 と 唱えながら 右 化から 入り、 家に いる 人々 
に挨搂 しなければ なりません。 

物を 売買 するとき や、 借金を 支払う ときには、 相手に 敬意を 化わなければ なり ませ 
ん。 物事は 難しく する のでは なく、 容易に する ようにし なければ なりません 。 イスラー 
ム 教徒は 人に 会えば 挨搂 をし なければ なりません。 目下の 者が 目上の 者に、 少数の 
方は 大人 数の 方に、 乗り物に 乗って いる 人は 歩いて いる 人に、 歩いて いる 人は 座って 
いる 人に 挨楼 をす るのう s ' 礼儀に 適って います。 

人は 自分に 親切に して くれた 人には、 可能な 限り 同様の 親切よ、 で 応じなければ なり 
ません。 それが できない 場合には、 その 人の ことを 思い ドゥ アー 術献 し、 感謝し 
なければ なりません。 感謝す る ことを 知らない 人は、 アッ ラーに も 感謝し なかった こ 
とになります。 また 人に 腹を 立てる ことがあった としても、 その 人と 3 日な 上 不仲な 
状態を 続けて はいけ ません。 


厂1。 イス ラームに おける 隣人 や 親戚との 付き合い 方を 

J 教えて ください 


@ 社会的な ネ目互 扶助の 観点から すると 隣人は 家族に 次いで 重要な 存在で 

す。 ク ルアー ンやハ デ イース （言行録） では、 隣人との 関係に ついて 詳 
細に 述べられて います。 ク ルアー ンの ある 章句では、 両親 や 近親者に 次 
いで 隣人に 善行を 施し、 良い 態度で 接する ことが 獎 励され ています （婦人 章 第％ 節)。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は 次のように、 隣人への 斤い について ご 
自身に なされた 天使の 奨励に 言及し、 隣人の 大切 さを 強調され ています。 「ジブ ラー 
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イ ー ル (啓示を 運んで きた 天 做 は、 あに 隣人に ついて 非常に 多く の 奨励を 行った ため、 
このまま いけば 隣人を 遺産相続人に する のでは ないかと 思った ほどだった」 （ブ ハー 
リー、 アー ダー ブ 123) 

「隣人の 言動に ついて 安よ、 できな いでいる 人は、 真の イス ラーム 教徒では ない」 （ブ 
ハーリー、 アー ダー ブ 2 が という 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） の 言葉は、 
隣人との 関係の 重要 巧と 同時に、 それが いかに 繊細な 問題で あるかを 巧 白に 示して 
います。 アツ ラーの 使徒の 「アツ ラーと 来世を 信じる 人は、 隣人を もてなし なさ レ、」 
(ブ ハーリー、 アー ダー ブ 31) という 言葉 も 注目に 値します。 

了 ツ ラーの 使徒は 隣人との 付き合いを どのよう にすべき かにつ いて、 次の こと を挙 
げられ ています。 1. 病気に なった ときには お見舞いに 行く。 え 亡くなった ときには 
遺体の 搬出な どを 手伝う。 3. 借金を 申し込まれれば 貸す。 4. 隣人が 困難な 状況に 陥っ 
ている 場合には 援助す る。 瓦 何ら かの 恵みを 得た 場合は 祝福す る。 6. 災難に 見舞 
われた 場合には 慰める。 7. 隣人の 家の 風通し、 日当たり、 景色を 妨げる ほど 自 みの 
家を 高く しない。 も 何を 料理して いるかを 隣人に 知らせない、 知らせた 場合には 隣 
人に も 料理を みける （マジ ユ マ-ウーツ ザ ヴァイ ド、 8、 1 が- 170)。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） のこれら 獎 励は、 隣人への 対応を 全て 示 
した ものでは なく、 重要な 例と して 列挙した ものです。 したがって イス ラーム 教徒は、 
隣人たち とを 好な 関係を 保ち、 イス ラームの 相互扶助、 他の 人に 迷惑を かけない とい っ 
た 原則に 従って 行動し、 良き 習慣 や 伝統を 忘れない こ とが 必要です。 

一般的に イス ラーム 教徒たち、 特に 隣人 同 ± の 間で 行われる もてなし、 助け合い、 
訪問、 竟容、 よき 日 も 悪い 日を も 分かち合う、 招待に 応える、 病人を 見舞う、 祝日を 
祝う、 祝福し あう、 お 悔みを 述べる といった 社会的 •道徳的な 事柄は、 親戚の 間で も 
必要 不可欠な ものです。 むしろ こうした ことは 全て、 まず 親戚との つながりを 保つ 上 
で 必要と される もので、 ハ デ イース （言行録） や 道徳の 書では これらの 事柄に ついて 
特別な 重要性が 与えられて います。 

ある ハ デイ ース では、 アツ ラーは 誰で あれ 親戚と 緊密な 付き合い をす るので あれ 
ば、 アツ ラー ご 自身 も その しもべとの つながりを 保たん 誰で あれ 親戚との 結びつき 
を 絶つ ので あれば、 アツ ラー も その しもべとの つながりを 絶たれる ことが 明らかにさ 
れ ています （ブ ハーリー、 アー ダー ブ 13)。 この ことに 関し 他の ハ デ イースでは、 「あ 
ら ゆる 徳 のうち 最も 優れた 者は、 あなたへの 訪問を 絶った 親戚を 訪問し、 付き合いを 
再開す る ことで ある」 （イブ ン .ハン バル、 ムス ナド 、ん がの と 述べられて います。 
別の ハ デ イースでは、 訪問し 合う ことが 糧を 豊かに し （ブ ハーリー、 アー ダー ブ じ、 
ムス リム、 ビツル 2ん 21)、 親戚に 経済的に 援助す る ことが 他者に 援助す る 2 倍の 報 
獎を 得させる ものである こと （ナサ ーイ、 ザ カートの、 テイル ミズ イ ー、 ザ カート 
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◎ —— 社; 会 生 巧に ついて 


26) うけ 月ら かにされ ています。 さらに ある ハ デ イースでは、 親戚 付き合いを 絶った 人 
は 天国に 入れない と 語られて います （ブ ハーリー、 アー ダー ブ 1 し ムス リム、 ビツ 
ル 18、 1 が。 


私が イス ラーム 教徒に なった 場合、 周囲の 人々 が 
. 乂 j 敏感に 反応す ると 思います。 例えば 友達と 一緒に 
レストランに 行っても、 皆と 同じち のを 食べたり 
お 酒を 飲む こと もで き なくなり、 仲間外れ にされ 
るので はない かとむ 配 しています 


@ イスラー ム 教徒 になる ことは 巧 確な 意志に よる 選択で、 あなた は 新し 

い 生き方と 世界観を 得る ことになります。 そのため、 周囲の 人々 が 今 ま 
でに ない 反応を 示す のは 当然です。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あ 
れ） の 時代な 来、 イス ラーム 教徒に なった ことで さまざまな 反応が 起き、 中には イス 
ラームを 信仰す る 人に 対し 拷問を 加える ような ことまで ありました。 例えば、 ビラ ー 
ル、 ハ パーブ、 スハ イブ、 アン マールを 始めと して 多くの 教 友が 拷問を 受けて います。 噢 

しかし、 その 反応が 肉体的な もので あれ 精神的な もので あれ、 あらゆる 反応に 対 •する 
忍耐は 大きな 報奨と して 私たちに 戻って くるでしょう。 したがって、 できる 限り 耐え 
忍ぶ ことが‘ 必要です。 同時に、 イス ラーム 教徒に なった からといって、 家族 や 隣人、 

親戚との 結びつきを みして 断って はいけ ません。 それ どころ か 常に 彼らと かかわり、 

良い 模範を 示す 人と なるべく 努力を 続けなければ なり ません。 

イス ラーム 教徒と して 新たな 生活を 始めた 後は、 イス ラームの 命令 や 禁止 事項を 
少しずつ 実行す るよう を 力し なければ なりません。 信仰の 喜びを 感じた ときには、 直 
面する 苦しみが あなたに 力を 与え、 イス ラーム 教徒と しての み 意を 強固に する でしょ 
う。 イス ラーム 教徒たち と 知り合う たびに、 さまざまな ことが より 容易に なって いく 
でしょう。 イス ラーム 教徒 同 ± が 互いを 兄弟と 見なし あなたは 新しい 仲間を 得る こ 
とがで きる でしよう。 なぜなら ク ルアー ン は、 全ての イス ラーム 教徒が 兄弟で あると 
宣言して いるから です。 あなた も イス ラーム 教徒たち と は 兄弟で ある と 強く 意識して 
ください。 
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® イスラー ム 教徒は 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） だけでは な 

く、 キリスト教の 預言者で ある イーサ ー や、 ユダヤ教の 預言者で ある ムー 
サ ー、 さらに アッ ラーが 他の 民に 遣わされた 他の 預言者た ちを も 預言者 
として 認識し、 彼らへの 非礼な 態度を 容認して いません。 また ク ルアー ンを 正しい と 
認めない 教えを 内包す る 宗教に 対して さえ、 礼を 失した 態度を 取る ことは 認めて いま 
せん （家畜 章 第 108 節)。 したがって 、 他の 宗教に に対する 不敬な 態度を よしと しな 
い イス ラーム 教徒う;'、 自らに とって 神聖な ものを ずろうと 努力す る ことは 自然な 行い 
であり、 時として 宗教 的な 責任 ともなり 得ます。 

イス ラーム 教徒の 大多数は、 イス ラームへの 反が 派が 風刺 絵 や 文章、 映画に よって、 
表現の 自由を 隠れ 貴に 意識的に イス ラームへの 恐怖よ、 を あおろうと している と 見て い 
ます。 それに 対しては イス ラーム 教徒は 法に 従い、 理性を 逸脱し ない 抗議活動を 行 
うこと が 重要です。 

風刺 絵の 作を や 映画の 製作者、 あるいは 同様な 行為の 実行を は、 イス ラーム 教徒 
う s ' 過激な 反応を 示す ことを 期待して、 そのような 手段を 取った と 思われます。 彼らは 
イス ラーム 教徒が 過激な 反応を 示せば、 その後に イス ラーム 教徒は 寛容 性 がな く攻 
撃 的で 暴力 的で あると いう レッテルを 貼る でしょう。 だから こそ、 そのような 事態に 
対しては、 暴力に 訴えず 抗議す る ことが 肝要です。 


デンマークで 起こった 風刺 絵 事件 や 「イス ラーム 
教徒たち の 無罪」 という 映画に 対する イス ラーム 
教徒の 反応は、 過剰では ないで しょ ラ か。 風刺 絵 
を 発表したり 映画を 製作す る 自由は 誰に でち 認め 
られる 権利では ないで しょ ラ か 
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◎ —— 社会生活 •について 


Q イス ラームを 深く 学ぶ ためには、 どのよ ラな 方法 

乂 6 j が 勧められます か。 例えば、 イス ラーム 教徒で あ 
る 曰 本人に よる イス ラームに 関する 著作は 非常に 
かなく、 イス ラーム 教徒では ない 日本人に よって 
書かれた 書物に は 誤り が あ つた 0 主観的であった 
りします 


^ 一' \ イス ラームの 教えは 急速に 広まって いますが、 残念な ことに 世界 各地 
{ J \ ) た 正確な 宗教 知識に 裏打ち された 文献を 見つける ことは 不可能に 近い 

\ ノ のが 現; がです。 あなたが 懸念す るよう に、 イス ラームに 関する 日本語に 

よる 著作は まだ 多くはありません。 そのため、 書物に よって 知識を 得る のに 限界が あ 
るのは 当然です。 したがって 可能であれば 外国の 文献を 通して 知識を 習得し、 それ 
がで きなければ イ ス ラーム 教徒との 結びつきを 深める こと を お勧めし ます。 同時に、 
多くの 日本人が 行って いるよう に、 イス ラーム 諸国を 旅し、 イス ラーム 社会を 自分の 
目で 見る ことを お勧めし ます。 


なぜ イス ラームは 西洋に 影響を 与える ほどの 文明 
を 作り 上げる ことが でさた ので しよ ラ か 


@ ク ルアー ン によって イス ラーム 文明は 「書物」 と 「知」 の义 日月と なり 
ました。 なぜなら ク ルアー ン は、 巧せ や 常識に 訴え、 考えずに 信じる こ 
とを 勧める ような 教義を 含んで いません。 ク ルアー ン には 理解し、 考え 
る ことを 呼びかける 章句が 多くあります。 そこでは 真実に 至る ために、 邪推に よって 
斤 動し ない こと （ユー ヌス章 第 36 節)、 模做 によって 道を 逸脱し ない こと （雌牛 章 第 
170 節)、 明確な 知識 や 証拠に 依る こと （雌牛 章 第 111 節） が 根本的な 原則と されて 
います。 

また 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 知識を 求める ことは イスラー ム教 
徒に とって 義務で あると 語って おられます。 例えば、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平 
安 あが は 「アッ ラーは どのような 病気 も 治療法と 一緒で なければ 創造され ていない」 
ことから、 ま だ 発見 されて いな レ 、薬 や 治療 方法を 研究 しなければ ならいな いと 認識し 
ていました。 この 考えに よって 医学 研究が 進められ 発展して いきました。 キリスト教 
徒の 西洋で 伝染病 は 神が 下した 罰と 見なされ ていた 時代に、 イス ラーム 教徒 は 病気 
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がを 生した 地域を 隔離し それを あ 絶す るた めに 闘って いたのです。 

クル ア' — ン は、 創造主の 偉大 さを 尔す 論拠と して、 星 やその 動きに 見られる 天体 
の 調和を 挙げてい ます （大権 章 第 3 節)。 また、 地と 天の 創造に ついて 熟考す るよう 
イス ラーム 教徒に 呼びかけ ています （イム ラーン 家 章 第 191 節)。 これらに 触発され 
た イス ラーム 教徒たち は、 天文学 や 数学の 研究に 邁進し 始めました。 地球は 自転し 
惑星が 太陽の 周囲を 回って いると いう 地動説は、 西洋では 教会が 無慈悲な 弾劾を 加 
えたた めに 16 世紀に なって からよう やく 広まり 始めました。 しかし イス ラーム 教徒 
の 学者たち は 地動説を 早く もん 10 世紀 ごろに 唱え 始め、 地球は 丸く 自転して いると 
いう 結論に 達して いました。 さらに、 彼ら は 緯度と 経度の 計算 まで 行って いたの でん 

西洋で 女性に 魂が あるか どう うづ s ’ 議論され ている ときで さえ、 イス ラームでは 女せ 
と 男性を 区別せ ず、 全ての 人間は 平等で あると 認め、 生命、 財産、 尊厳は 不可侵で 
あると 宣言して いました。 さらに、 キリスト教の 西洋で 入浴が 賛 沢であった 時代に、 
イス ラーム 諸国では 清潔 さは 信仰の 要と 見なさん 貧しい家に すら 水浴びの できる 場 
が あり、 町の ほとんどの 地域には 公衆浴場が 造られて いま した。 

このような 現実を 目の当たり にした 当時の ス ペイ ンの 人々 は、 アツ ラーが 人間を 地 
上に おける 代理者と 宣言され ている イス ラームの 教えを 禱路 なく 受け入れました。 ア 
ンダ ルシアの イス ラーム 教徒の おかげで イス ラーム 文明と 出会った 西洋 諸国は、 この 
文明の 普遍的な 要素を 多く 取り 入れた のです。 


◎ —— 巧 会 生な' について/道徳 について 



イス ラーム 教徒に なって か 5 家族び 私を 遠ざける よ 
うにな りました。 家族に 対して 私は どのように 接し 
ていけば いいので しよ ラ か 


^ 一' -■ \ ク ルアー ンやハ デ イース （言行録） では、 アツ ラーの しもべの 義務と 
f /A ) して、 両親を 敬い、 親切に 振る舞う ことう s ' 義務で あると 指摘され てい ま 
V J 夕 (家畜 章 第 151 - 153 節、 夜の 旅 章 第の-の 節)。 

預言者 イブ ラー ヒー ムと 父親 アザ ルとの 会話を 紹介す るク ルアー ンの マルヤ ム章第 
か - 50 節には、 両親に 対して 敬意を 化わねば ならない ことにつ いて 注目すべき 一文 
があります。 ここで 預言者 イブ ラー ヒー ム は、 父親 ア ザルに 対する 言葉の 最初に 逐一 
r 父よ」 と 呼びかけて います。 父親は 偶像崇拝 者で あり、 荒 くれ 男で 常に 人を 威嚇す 
るよう な 言葉を 使って いた にもかかわらず、 預言者 イ ブラー ヒーは 父親に 対して 敬意 
を 表す 姿勢を 崩さず、 「あなたに 平安 あれ。 わたしの 主に、 あなたの ために 御赦 しを 
願います」 と 語り かけて います。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 アツ ラーの 御 許に おいて 最も 大切な 
斤い は、 r 時間 通りに 行われる 礼拝、 両親への 善行、 そして アツ ラーの 道に おける ジ ハー 
ド」 （ムス リム、 イー マーン 13 の だと 言われて います。 また ある ハ デ イースでは、 「アツ 
ラーに 何もの かを 配す る こと、 両親に 悪態をつ くこと、 うその 証言を する こと」 は大 
きな 罪と されて います （ブ ハーリー、 アー ダー ブし ムス リム、 イー マーン 1 が， 144)。 

また 次の な 承は、 子の 親に 対する 態度に ついて 重要な 示唆を 与えて います。 「アス 
マ. ビン トゥ. アブー. パク ルは、 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） に 偶像 崇 
拝 者の 母と 会うべき かどう か 尋ねました。 アツ ラーの 使徒は、 母と 会い 敬意を おうべ 
きで あると 話されました」 （ブ ハーリー、 ヒバ 泌)。 

あな たが 父祖 伝来の 宗教 か ら イス ラーム 教徒に 改宗した ことにが して 両親を 始め 
とする 親族は‘ こ、 をく 思って いず、 あなたに‘ こ、 理 的な 圧力を かけて イス ラームから 遠 ざ 
けようと している のか もしれ ません。 しかし あなたが 行うべき ことは、 彼らとの 関係 
を 絶つ ことでは なく、 逆に 生計を 担うな ど 積極的に 家族を 助ける ことです。 なぜなら 
アツ ラーの 命令は 非常に はっきりして いるから です。 「われは 人間に、 両親に 対して 
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親切に する よう 命じた。 だが もし かれら （両親） う、 あなたに 対し 何だか 分らない も 
のを われに 配す るよう に 強いるならば、 かれらに したがっては ならない。 あなたがた 
は （皆） われの 許に 帰る。 そのと きわれ は、 あなたがたの 行った ことを 告げる であろ 
う」 （蜘蛛 章 第 8 節)。 

今の あなたが なすべき ことは、 家族が あなたに 示した さまざま な 否定的な 態度 や 振 
る 舞いに 辛抱強く 耐え、 アツ ラーの 助けを 求め、 彼ら も イス ラームの 教えに 導かれる 
ように 常に ドゥ アー （析 願） し 懇願す る ことです。 


な 


® イスラー ムの 学者は、 預言を ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） になら っ 

て 障害者を 身体 的 障害と 精神的 障害の 二つに 区分して います。 身体 的 障 
害と してまず ネ見覚 障害が 挙げられます。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平 
安 あれ） の ハ ディース （言行録） には、 巧覚 障害を 持つ 人に がする 言葉が 多く 含ま 
れ ています。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 目が 不自由で ありながら 
嗓 も 忍耐強い 人々 は 間違いな く 天国へ 行く 報獎が 与えられる ことを 明らかにされて いま 

す。 そして 目が 不自由な 人に 対し 悪辣な 態度を 取る 人を 非難され ています。 

預言者 ムハンマド （彼の 上に 平安 あれ） は、 目が 不自由であった 著名な 教友 イブ ン- 
ウン ミ .マクト ウームを モスクの ム アツズ イン けし 拝の 時を 告げる ア ザーンを 読み 上 
げる 人） に 任命され ていました。 さらに 彼を 公務の 最も 高い 位に 就けて 何度も ご 自身 
の 代理、 すなわち 国家の 長の 代理と して 重用 して おられました。 

精神的 障害を 持つ 人々 には 宗教 上の 責務を 免除され ています。 預言者 ムハンマド 
(彼の 上に 平安 あれ） は 次のように 語られて います。 「 S つの)! た 態に ある 人々 は、 宗教 
上の 責務を 免除され る。 思春期に 達して いない 子供、 目が 覚める まで 眠って いる 人々、 
そして 精神を 病んで いる 人で ある」 （ブ ハーリー、 フ ドゥー ド 2 の。 


イス ラームは 障害ち に対して どのよ ラに 対応して 
います か 
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